
茨城県産魚類の方言について（第2報）

浅　野長経書・藤本　　武

Ⅰ　緒　　　　言

筆者等叫はさきに「茨城県産魚類の方言について第1報」として県内各地における方言を各種類とと

にとりまとめて報告した。

本編は各地において採集した方言とともに，その「いわれ」（意味）について聞きとりな行在ったも

のである0不明のも‘撃たは他府県と同じものについては各氏の報告と比較した0とりまとめに当って

は分類願に各種類ごとに「レ、われ」を配列し，次にその形成過程と類型化についてとりまとめを行なっ

■　た0全県内の方言を網羅するには抽長期間を要するので・それらについては次の機会に報告する0本

研究を発表するに当り魚類方言の採集と「レ、われ」の形成の開きとおしてついて御協力をいただいた多く

の漁業者の方々と各漁業協同組合の職員の方々に厚くお礼申し上げる。

Ⅱ　魚類方言の意味

方言の意味は，各種の辞典，魚類方言集，各地の方言を参考とし，その意味を考察した。方言の意味

の解明に当っては，標準和名，魚種の分布範囲，最大体長，漁獲量の多少，方言の分布につ／Y瑞触れた。

魚類の分布については，田中茂穂博士の説に従って，次の三つに区分した。

N：太平洋岸では犬吠埼以北，日本海岸では島根県西部以北に分布する魚類

S：太平洋岸では犬吠崎以南，日本海岸では島根県西部以南に分布する魚類

NS：N，Sの両海区のいずれにも分痛する魚類

数量については，笠者等の見開と漁獲統計を参和して，次の五陪観に分紘

rr　まれ

r l、モい

＋　普通

C　多い

cc　最も多い

Di琴t．は分布．RLは最大体長を示した。

1クロメクラウナギ　S（r）

DiSt．茨城県～高知県

B．L d DC糀

スポ（水木・河原子・川尻）

長崎県平戸では′ト軽をスポと言レ、，佐賀県有明海ではワラスポをスポと言っている。ワラスポは泥

＊　茨城県立那珂湊水産高等学校
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美水試：試験報告　　昭和59・40年度

地に潜生するン、ゼ科の魚類で慢形を査し，大きなものでも体長180霜曙にすぎない。眼は′J、さく，皮

下に堤没してほとんど盲である。スポはワラスポの略で，ワラスポはワランベ，ワラスベの意味で，

きわめて細長い形態のものを表あしている。クロメクラウナギは深海産の魚類で，眼は退化して，ほ

とんど用をなさない。形はウナギ形である。しかしワランべ（楷）のどとく細くはない。この方言の

スポはワラスポより出たものであろう。底延縄で漁獲される。

2　メクラウナギ　S（＋）

Dist．相模難・茨城県川尻

B．L．　5　0仇

スポ（川尻）

福島県′」、名浜ではヌタウナギをスポと言う。本県でも福島県でもヌタクナギ科とノクラウナギ科の

魚類をいずれもスポと称している。

5　スナヤツメ　NS（r）

DiBt・陸封性，太平洋および日本海に注ぐ各河川（宮崎県・高知県・鹿児島県の大部分を除く），

北海道・カラフト千島・沿海州・朝鮮（書州茂山）。本県では霹ケ浦・瀾沼に注ぐ小河

川に生息する。

B．し．12仇

ヤツメ（瀾宿）

ヤツノは八目の意で，眼と眼の後方にあるえらあ左7個が眼のようにをらんでいるところから，こ

のように言う。土佐仁淀川・越知町でも言う。標準和名は砂質の川底にすむヤツメの意で，八田博士

が岐阜・信州松本の方言を採用，命名したものである。

4　カワヤツメ　N（rr）

Dist・走海性，太平洋では利根川以北，日本海岸では島根県以北の河へさかのぼる。北海道・カ

ラフト・朝鮮・本県では北浦・個沼・那珂川に分布する。

R∴L　　50（机

ヤツメ（北浦・瀾沼・那珂湊）・メガネウナギ（友部）

高知県長岡郡本山町・富山県富山でもヤツメと言う。メガネウナギは八日の形態がメガネをかけた

ようであるのでかく言う。標準和名は八田博士の命名である。

5　ェドアプラザメ　S（r）

nj8t・茨城県から高知沖に至る200尋前後の深海底・オーストラリヤ・地中海を含む大西洋両

沿岸・Cape of Good Hope孜も

B．し．　2m

コロナノ（－）・サガ〔水戸）・タイギリサガ（水戸）・ハリサガ（水戸）・ホシサガ（水戸）

・ホンザメ（水戸）

コロナメの意味不軌サガはサメを意味し，細長い魚のことである。山形県ではサガポクと言う。

－9　0－
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浅野長堆・藤本　武：茨城県産魚類の方言について（第2報）

ポクは愛称である。タイギリ壮大のこぎ少で，このサメの形が大のこぎりに似ているため，かく言う

のであろう。ハリサガの意味は明らかで左いが，上顎に細長い鋭い針のような歯をもっているので，

かく名付けたのであろうか。ホレナガ・ホレザメなる方言はこのサメ多少ホンザメと類似点があるた

めであろう。標準和名は日中茂穂がアプラザメと区別するために命名したものである。

d　ネコザメ　S（r）

DjSt．茨城県以南の本邦各地沿岸，朝鮮南部

R L　1．2m

ネコザノ（久慈）・ネコサガ（川尻・久慈）

ネコゲノと言うのは，東京市場・ヨ崎・紀州和深・串本・二木島・富山県。本県における名称は，

ネコサガで，その頭部の形が猪に似る忙よる。ネコザメは東京市場より入って来た名称である。

7　トラザメ　N（＋）

DiBt．高知以北，殊に北海道に多い

B．L　　1．5m

エソタツノカオカタレ（川尻）ネコサガ（川尻）

沖へ船を出して，日立の媛突が見えたくなる沖合で漁獲されるので初めはエソトツノカオカタンで

あった雪なまってエソタツノカオカタレと言う0標準和名のトラザメは三崎の名0その斑紋より名付

けられた㌔コサガはこのサメがネコザメ忙似たところがあるためである。

8　㌔ソベイサメ　S（r）

DiSt．全世界の温帯と熱帯

B．L l dm

ジンベイサン（大洗）・ジンベイサマ（県下一円）・エビスサガ（大洗）

療準和名の汐ンベイザメは千葉県の方言よめ採用したものである。銚子でジンペェ，房州・三崎・

伊豆内浦でエペスゲメと言う。本県方言は銚子方面工少移入されたものである。

この鮫は南日本のもので，本県には極く稀に来遊する。甚兵衛鮫の由来は，昔，甚兵衛売る漁師が

この鮫を見て，その大きいのに驚いた。それ以後，この鮫は甚兵衛鮫と言われたと。また一方，甚兵

衛をる漁師が，この鮫を見つけ，鰹を大漁したので，それ上り甚兵衛鮫になったとも言われる。エビ

スサガは，この鮫を見つけると，鮫付鰹の大漁があるので，かく名付けたものである。

9　シ′1モクザメ　S（rr）

Didt．大西洋各地沿岸・地中海・東太平洋・日本の温帯と熱帯

R L　　4m

カネタタキ（川尻）シ′ユモクザメ（久慈）・ネyプツナガ（大洗）・ネンブツサメ（大津）・ヨカ

ヨカ（那珂湊）

頭の形が接木状なので，カネタタキ・レ1モクザメ・ネン7ツサメなどの名がある。ヨカヨカは音

頭に盤台を載せて唄を歌いながら飴を売り歩いた飴売の方言である。この名も頭の形に由来する。標
－91－



茨水試：試験報告　　昭和59・40年度

準和名シ′ユモクザノは東京・三崎で言われ，カネタタキは紀州塩屋・和歌浦・佐賀で言われる。これ

らの地方より伝播したものであろう。ネンブツナガ，ネンプツゲメは他地方にないが，ネソプツプカ

が鹿児島にある。これも恐らく南の地方より伝播して，関東ではフカという言葉を余り使わないので

ネソプツナガ，ネソプツゲメとなったものであろう。マグロ延縄漁業で漁獲される。

10　ネズミザメ　N（ec）

Di8t．銚子から北海道に多い。北洋に広く分布。カ　77オレニヤ州に及ぶ。

B．L　　5m

ネズミ（県下一円）・モクカ（那珂湊・久慈）

ネズミはこのサメの頭部の形から出たもので，東京でネズミザノとレう。モクカは神奈川県・宮城

県（女川・気仙沼），岩手県，青森県で言われる。モクカザメは静岡県，宮城県（渡波），秋田（金

浦），北海道（釧路・紋別・網走・三石）で言われる。

北日本のナノで，関東以北から北海道の太平洋に多く生息し，強暴性で鮭縛類を貪食すると言わ

れる。肉は純白質で美味である。鱗傍，蒲鉾に利用されるほれ皮革原料にもなる0

モクカはマフカより変化したものと思われる。魚名にマの字を冠したものは，マイワレ・マカレキ

・マタイのととく，比較的多く獲れ，味のよいものを意味する。

元来サメをフカと呼ぶのは関西・九州方面で，東京付近ではサメの大きをものをフカと呼ぶと言わ

れるが，関東・東北地方ではサメをフカとは呼ばをい。それにもかかわらず，ネズミザメをモクカ（

マフカ）と称したことは興味深い。フカと言うと形大きく，性狂暴夜意味が含まれる。本種は次の7

オザメ，オナガザメ，ヨソキリザメ等とともにマグロ延縄で漁獲される。

11　7オザメ　S（r）

DiSt．本州中部以南の各地，支那，イントシナ，東印度諸島，Cope of GoodIIope，紅海，ハ

ワイ・クルステント1ニューソースウェノ巧クスマニヤ，ニュ→ジラント1Chile，セントへレナ0　　　　ろ

R L　　7m

ァォ（県下一円）・アオザメ（久慈）・クサムロリ（大津）・モロ（大洗・那珂湊）

ネズミザメと同科のサメで，よく似ているが，ネズミゲメが北日本のサメであるのに対して，アオ

ザメは南日本のサメで，漁獲量は極めて少ない。上下両顎の歯は鋭く先端が尖り，長い犬歯状を呈し，

性すこぶる押猛で，人間や他の動物に勇敢に敬いかかると言われ，この歯には猛烈夜毒素があり，た

とえその歯に刺されて死んだ魚に着いた毒でも，はなはだしい柊痛をひき起すほど劇烈性がある。

モロと称するのは千葉県（夷隅地方・′J、壌・安房∴銚子・木更津）・神奈川（真鶴）で，西九州で

はモロサメと言う。また岩手県（釜石）ではムロ，岩手県（釜石），宮城県（気仙沼）ではムロザメ

と称している。

モロはムロより変化したもので，ムロ（櫓）の木は杜松，ネズ，ネズサン，ネズミサンとも言い，

本州中部以南に分布するヒノキ科の常緑高木で，針状の先の鋭い葉をもっている。モロはムロの木の

黄のようを鋭い歯をもつサメという意を表わし，この方言は本県の南の地方より伝播したものである〇
一9　2－



浅野長雄・藤本　武：＝茨城県産魚類の方言について（第2報）

クサムロリ（大津）も同様な意味をもっと考えてよい。

標準和名のアオサメは体色に由来する東京方言を採用したものであろう。

12　オナガザメ　S（rr）

DiBt．本州中部以南の本邦各地，朝鮮，台湾

B．し．　7m

オナガ（那珂湊），オナガザノ（久慈浜）

オナガは東京，紀州各地，高知市，愛知県（名古屋市場），三重県（浜島）で言う。オナガザメは

東京，三崎で言う。もちろん尾部の長さことより名付けられたものである。

15　ホシザメ　NS（＋）

DiSt・北海道以南，朝鮮，台湾，支那，インドレナ，アラビヤ海，Natal．

R L　1．5m

サガ（大洗・那珂湊），サガポ（大洗・那珂湊・河原子），ホン（平潟），ホレナガ（大洗・那珂

湊・久慈・河原子・川尻・大津）

サガはサメの意で・サガポのポは愛称である0福島県′J＼名浜では小形のナノをサガと呼ぶという。

ホシ，ホレナガのいずれも，このサメの体側にある小さな白斑よ少名付けられたものである。

14　ドチザメ　S（r）

Di8t・本州中部以南の本邦各地沿岸，朝鮮，中国，台湾，南部オーストラリヤ

サガ（大洗・那珂湊），サガポ（那珂湊），ドチ（久慈），ドチザメ（久慈），ドチポ（大洗），

ドチサガ（川尻）

サメとしては小形のサメで，体色は暗褐色で，黒色の小円点が散在している。味はホンザメより著

しく劣り，漁獲量も少ない。

銚子が北限とされているが，茎者はこれを那珂川河口で再三的獲している。「股にホレザノと区別

せず・サガ・サガポと呼んでいるが，大洗，久慈，川尻では，ホ汐ザメと区別してドチポ，ドチザノ，

ドチサガと言う。標準和名ドチザメは神奈川県三崎の方言である。トサとは奴痴の意で，おろかもの，

下等左ものの意である。沿岸の刺網で夏期に多く漁獲される。

15　ヨシキリザメ　S（cc）

Dist．太平洋及び大西洋の温帯と熱帯

Rl。．　∂111

グ夕べ（那珂湊），ヨレキリ（久慈浜），ヨシキリザメ（川尻），ヨメサマ（川尻）

千葉県′J、湊，夷隅地方，神奈川県三崎，小田原，静岡県下田でグタ（愚駄）と言う。

北海道，東北地方から本州中部にいたる5太平洋岸に多いサメで，肉は臭気が強く昔は棄てたもの

である。現在では肉は蒲鉾や竹輪の原料となり，博はサメ類で最も良質の方であるから，この名は当
－9　5－



茨水試：試験報告　　昭和59・40年変

らないが，処理場にどろどろ横たえられて，ぐったりしている状態を見ると，この名称jことに適切

である。

標準和名のヨシキリザメは東京市場，三崎の名であるが，意味不明である。

ヨメサマは，このサメが海中で泳いでいるとき，体色と形が美しいための名である。

18　77ラブノゲメ　N（C）

DiSt・銚子以北，日本海岸ではほとんど一帯に分布する。その他朝鮮東海岸，北支，北洋，アメ

リカ西海岸（カリフォルニヤまで），北大西洋の東西両沿岸。

B．し．　1m

アプラサガ（大洗），ジョクへイ（那珂湊・河原子），ノ、ツカザメ（旭村）

このサメは北日本に広く分布し，ことに東北地方で漁獲が多く，竹輪，蒲鉾などの練製品原料とし

て重要である○また頭および尾を除き・さらに内臓や骨を除いて棒状に乾したものを・ポウザメ・ム　ド

キザメと言う。

アプラサガは，このサメの肝臓に多量の油をふくむのでかく言う。福島県小名浜ではサガと言う。

ジ㌧，クへイの意味は不名である。本種は次のヨロイザメとともに機船底曳網で漁獲される。

ノ、ツカザメは，このサメが他のサメに比べ体が比較的小さいので，ハツカネズミのことく小さいサ

メの意である。

標準和名のアプラツノダノは学者の命名によるものである。

これに近いアプラザメなる方言は，北海道（釧路・網走・三石），青森県（徳沢），宮城県（渡波，

気仙沼），福井県（三国）等である。

17　　ヨロイザメ　NS

Di8t・茨城県，相模湾，駿河樗戸田井，高知沖の深海，その他太平洋，大西洋に広く分布。

R L　　2m

クロコ（久慈浜）

クロコは黒子の意で，体色が黒褐色なのでかく言う。

標準和名のヨロイザノは，学者の命名によるもので，鋭（1碑のあるうろこで，体が覆われているの

で，名付けたものであろう。

18　ノコギリザメ　S（rr）

DiBt．北海道以南，南日本

且L．　2m

汐ヨクへイ（大洗），タイギリ（水戸・大津）

タイギリは大鋸の意で，物部が著しく延び，その左右の各側に強い突起が一列に出ていて，その形

が鋸のようであるからである。

㌔ヨクへイの意味は不明。

標準和名のノコギリザノは東京，三崎，和歌山（木ノ本・二木島），富山県（新湊）で呼ばれ，紀

一9　4－



浅野長雄・藤木　武：茨城県産魚類の方言について（第2報）

州方言であろう。

19　カスザメ　S（十）

Di8t．本州中部以南

R．L　　5m

コロ（那珂湊），ハソプレ（大洗・那珂湊・久慈浜・川尻）

コロは胡塵で・上から見た形がひ上うたんのようをので，かく名付けたものである。

ノ、ソプレは意味不明。

標準和名のカスザノは意味不明。

20　ヤマトンビレエイ　S（rr）

DiSt・本州中部の太平洋嵐銚子沖の深海

R L．　2m

テンキ（久慈浜）

レビレエイより大形になり・大きなものは畳一畳敷きくらいある。水深200m前後に生息する発

電量も強く，人がこれに触れるとしびれるため・この名がある0標準和名のヤマトレビレエイは田中

博士の命名である。

21　サカタザノ　S（＋）

Distt本州中部以南・朝鮮・台湾，フイリッピン，アラビヤ。

R L l m

コロ（大洗），ノ＼ンプレ（大洗～平潟）

コロは胡度と書き・ひょうたんの意で・その形が少し似ているので，かく言う。

ノ、ンプレは意味不明0標準和名のサカタザノは大阪地方の方言よカとる。

2　ガンギェイ　NS（C）

DiBt・南支那から青森まで。

サボミヤ（大洗・那珂湊）・レンテ・レンティ（那珂湊・久慈浜・河原子），ボントク（大津）

サボミヤはスポミヤからサボミヤと在ったもので，このエイの腹面の口部付近のようすが人間の顔

をすぼめたような形をしているところから，かく言う0ヤははずかしが少やのやの同じ意味である。

レンチ・レソティの意味は不明であるが・エイ類の′」、さをものをすべて，かく言う。

ボントクは宮城県玉造郡では馬鹿・馬鹿者の意味で，このエイの形憩より受ける感じが馬鹿者のよ

うを感じなので，かく言う。

標準和名のガンギェイは東京および三崎方言よりとる0尾帽順があり雁木に似ているから，か

く言う0本種は7カエイとともに働昌底曳網で漁獲される。

25　7カニイ　S（C）

DiSt・本州中部以南の各地，朝鮮，中国
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R∴し　1m

アカエ（那珂湊）．アカエイ（久慈浜），カスベ（那珂湊），カスペ（平潟），サボミヤ（那珂湊）

アカエ・アカエイはこの魚の背面の赤茶色の体色による。カスベ・カスぺも馬鹿者の意味，べはメ

に同じ。標準和名のアカニイは東京および関西の方言よりとる。

24　トビエイ　S（＋）

Dist．本邦各地沿岸，朝鮮，中国

B．し．　1．5m

トリェイ（大洗），ボントク（大洗～大津）

トリェイは形が鳥の飛んでいる形に似ているため，かく言う。新潟県能生，伊勢湾でも言い，宮城

県気仙沼ではト　コエクと言う。また，高知県の高知，順崎ではトビ工と言う。ボントクは前述。

25　イトマキエイ　S（rr）

Dist・本邦各地沿岸，朝鮮，ハワイ

B．L　　2．5m

ギソメ（大洗・那珂湊），ノ＼モノ（那珂湊），ロッキイド（那珂湊南方マグロ漁船）

ギンメはこの魚の眼の色を意味し，灰色から青味を帯びた体色で，この隈が銀色に光ることより，

かく言う。ハモノは，この魚がカツオ漁船の付近に近づくと，カツオの群が姿を消すため，かく言う。

ノ、モノは食むものの意である。ロッキイドはこの魚の形が米国の飛行機ロッキイドに似ているところ

より言われた名である。標準和名のイトマキエイは意味不明である。

和歌山県三翰崎，三重県木本，二木島でギノ，ギンメ，房州，伊豆ではギンメと言う。体重580

時（150貫）に達し，すこぶる大きい。

28　ギンサメ　N（＋）

Dist・北海道～九州の深海，朝鮮，中国

B．し．　1．2m

ウサギ（久慈浜）

その頭部の形がウサギに似ているため，かく言う。水深500fms以深に生息すると言われる。標

準和名のギンザメは東京，紀州各地，鹿児島の方言である。

27　ココノホシギンザメ（ウサギザメ）N（r）

Dist．青森，宮古沖，常陸大津，塩釜，銚子沖

B．し．1m

ウサギ（久慈浜），ギンザメ（久慈浜）クロコ（久慈浜），ケツメトタイジン（大津），ケツメト

ミッソ（大津）

クロコはその体色に由来するものであろう。ケツノトタイジン，ケツメトミノツともにこの魚の肛

門部の形状が，あたかも肛門を5個もっているような形態なので，肛門をたくさんもっている魚とい

う意味を表わしている。福島県の小名浜でもケツノドミッツと言う。標準和名のココノホンギンザノ
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は日中博士の命名である。本種はギンザメとともに機船底曳網で漁獲される。

28　イセゴイ　S（rつ

DiSt．浜名湖以南南太平洋と印度洋の温帯と熱帯，伊豆浄の池，茨城県

R L．　55（孤

エゴイ（瀾沼・瀾招川）

ユゴイは湯鯉で高水温を好む魚という意であろうか。標準和名のイセゴイは田中博士が浜名湖の称

呼よりとったが，同地のイセブイはこの魚でをく，メナタのことであるので，この魚の台湾地方の名

は，′叫レンと改名するとされ瑠ハる。しかしここでは松原氏によってイセゴイとしておく。

29　ギス　NS（C）

Di8t．深海性，北海道函館以南，土佐沖，新潟，但馬国，若狭湾，鳥取。

R L　　5　ロ仇

タポ（大洗・久慈浜），ダポギス（県下一円）

神奈川県でもタポあるいはタポギスと言う。タポは愚人，馬鹿の意で，東京では箋者等のうち浅野

が小供のころ，チチプをタポハゼと言った。このノ、ゼはミミズその他の餌をつけると，少しばかり針

が出ていようが，たやすく釣れるので，馬鹿なノ、ゼと言う意味である。タポギスもまた同じ意味であ

る。榛準和名のギスは東京市場の称呼である。ギスはやせている魚の恵⊃

50　コルロ　S（＋）

DiS七・本州中部以南各地，朝鮮，中国，インド・ポリネンヤ。

B．し．　2　5cm

コルロ（波崎，大洗，瀾沼北松川，那珂湊，久慈浜），コノ、タ（大洗・瀾沼北松川）

コルロは子の代，この城とも書かれ，各種の説話がある。生まれた子が続いて死ぬ家では，生れ

た子の胞衣とこの魚とをいっし上に埋めると，その子は育つが，一生コルロは食べさせないという。

また下野の国の長者の娘が常陸の国司から無理に召されようとしたので，娘は死んだと偽り，棺にコ

ノンロを入れて焼いて申しわけしたという。この魚を焼くと，死人を焼くにおいがするからである。

徳川時代の武士は，この城を焼く，この城を食うというのをさらい，この魚を食べなかったと言われ

る。コノ、タは体長10仇ぐらいの若魚を言う。意味不明。すし種として用いる。東京，関西，九州，

紀州，鹿児島，高知，壱岐，大村湾，鳥羽，宮山でもコルロと言う。東京，紀州塩屋，湯浅，八郎

潟でコノ＼タと言う。

51ケルノイワシ′】VS（＋）

Di8七．北海道以南～日本各地，朝鮮，中国，西オーストラリヤ，南オーストラリヤ，ニュー・ノ

ースウエルス，Natal，カリフォル二ヤ。

R L　　50くれ

ウルメイワレ（県下一円）

大きな眼が透明な厚い膜をかぶっているため，うるんだ大きな眼をもつイワシと言う意味で，かく
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言う。東京，三崎，紀州各地，壱岐，富山県氷見でも，かく言う。イワシまき網で漁獲される。

52　ニシン′　二N（C）

DiSt・北日本，朝鮮，北中国，北洋，北米太平洋側

B．L　　50仇

イワンコ（潤沼・個沼川），カド（県下一円），カドイワレ（県下一円），雪魚（澗沼）

稚魚の体長5～7cmくらいのものをイワシコと言う。カドの意味不明。東北，北海道でかく言う。

カドイワンは北海道，福島でも言う。岩手では鮮魚をカド，乾魚をニレンと言う。青森西部では鮮魚

をニシン，乾魚をカドと言う。県内でカドと呼んでいる所では数の子を子供の童名に因んで勝（和）

ちゃん数の子ニレンの子と云っている。カズノコはカドノコよカ出たものであろう。本県沿岸の海で

は水深100～1占Ofm8．に生息し，底引網に入ることがある。雄が多く雌は少ない。個沼では雪の

多い年に豊漁するので，雪魚と言う。標準和名のニシンの意味不明。刺網と箕巻で漁獲される。

55　マイワシ　NS（C）

Di8t．南部のカラフト，沿海州，日本および朝鮮各地，支那海

R L　　25cm

イワレ（県下一円），イワシコ（大洗），ガラ（大津），ガライワン（大津），クツノクチ（大津），

チュウバ（那珂湊∵ト尻），オオバ（那珂湊）

イワシ意味不明。－「股にかく言う。体長5～5仇の稚魚をイワシコという。田作や目ざしをどに製

造するイワシの意で，ガラまたはガライワシ，ロの形，頭部が幾分竜に似ているので全長5～7cmく

らいのものをクツノクチ，体長10珊前後のものを小羽と言う。中ぐらいの大きさのものをチュクバ

（体長15仇前後のもの），大形のものをオオバ（体長約18cm以上）と言う。九州，東北でもチク

バ，オオバと言う。標準和名のマイワレは他のイワシ類と区別する名で，富山県の各地でも，また一

般にも言われる。イワシまき網で漁獲される。

54　サブパ　NS（＋）

DiSt・北海道以南の本邦各地，朝鮮，中国，フイリグピソ

且∴L　　20cm

サッパ（波崎），サッパイ（那珂湊），サツぺ（那珂湊）

東京ではサッバと言い，千葉県の各地，福島県の小名浜でサッベラと言う。大言海にはこの魚の味

淡白でサッパリしているので，この名があるとしている。はをはだこじつけのようだが，この魚は惣

菜用とし，またすしの種としても用いられる。この名が江戸時代に発生したらしいので，あるいは当

っているかも知れぬ。

茄　カタクチイワシー】VS（cc）

Dist．本邦各地，朝鮮，中国

B．し．15cm

イワシコ（大洗），ガライワシ（大津），カワシラス（波崎），タロ（大洗），クロボクズ（大洗），
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ゴボウ（大津），ゴボウイワシ（大洗），ザ二（久慈浜），セグロ（県下一円），セグロイワシ（県

下一円），クツノクチ（大津），チリメ／（大洗），ト七ペ波崎），チiウセグロ（波崎），ポウズ（大洗）・ヒシコ（水

戸），ガウ（県下一円），カメクチ（県下一円），チカリ（波崎），チリメンツラス（波崎）・カエリ（波崎）

稚魚で体色のついてきたものをイワンコ，ごまめや目轍にするくらいの大きさのものをガライワシ，

利根川の河口でとれるこの魚のンラスをカワンラス，体色が黒っぼくなって重たころの稚魚をタロ，

クロボクズ，この魚の特に大き恵ものをゴボウ，ゴボウイワシ，他のイワシ類に比べ体が細長くとほ

うに似ているからである。カタクチイワレの成長段階による名称について，大洗では2仇前後のもの

をチリメソ，5～5．5仇位のものをポクズ，4cm位の体色が黒味を帯びてきたものをイワシコ，5cm

位のものを汐十ミイワシ，占～7cm位のものをセグロ，8～9珊位のものを中セグロ，10（咄上の

ものをゴポー又はゴポーセグロと言う。波崎では2仇前後のものをチリメソシラス，5～5■5cm位の

ものをシラス，4仇位に表わ日が白く光り体色が黒味を帯びてくるとチカリ，5仇位のものをカエリ，

る～7cm位のものをセケロ，8～9仇位のものをジャミ，又はコザユニボンと呼び，セグロと汐ヤミ

の中間位のものが10～11月に正月用品の田作として加工される，10m以上のものを大セグロ又

はゴボウセグロと言っている。この魚は背部青黒色なのでセグロ，セグロイワシと言い，青森県より

千葉県沿岸，愛知県，高知県，愛媛県，山口県，兵庫県，新潟県で言う○またロが大く裂け・頭部の

形が竜に似ているのでタツノクチと言い，この魚の幼稚魚時代をレラスと一般に云われ，きわめて小

さい（全長2〝前後）ものをチリメソと言㌔愛知，広島県でもかく言㌔この乾製品を高知でチリノンジャコと言

う。高知ではタイの幼魚をタイジャコと称する0チリメソはチリメソヂャコ上りきたもので・チリノ

ンとはセグロの幼魚の煮干しが実直ぐでなく，いろいろの形にちぢまっているのでチリノンヂャコと

言ったのである。ポウズは全長5～4仇のもので形態的には吻軌両勒ともに口裂がハッキリしてく

る。ジ′ヤミは全長5～占仇で形軌体色ともに成魚の体形となる。本県のレラス曳網漁業はポクズが

主体となって漁獲されている。この魚の稚魚をドロメと言う。長崎県王滝で魚の子をトロメ，静岡県

安部郡でメダカをトロノンコと言う。中くらいの大きさのものをチュクセグロ，頭部がこの魚の坊主

頭の特徴を表わすようになったものをポクズと言う。この魚の／」＼形のものをヒレコと言う。宮城県（

女川），愛知県（渥美，豊浜，名古屋市場），静岡県（長田）でも言い，東京ではレコあるいはレコ

ィヮシと言う。標準和名のカメクチイワシ・略してカタクチは関東，紀州・北陸で言もイワシせき網で漁獲さナ恥

58　マスノスケ　N（r）

DiSt．太平洋岸根室以北に夏季まれに来遊，北方に多く．沿海札カムチャツカ，アラスカ，北

米太平洋側，寒流の強い年は本県波崎沖まで来遊する。

R L．2m．】iW・5占晦（本県で最高のもの）

ォォマス（大津），サケ（波崎），スケ（大洗），スケマス（波崎・大洗・会瀬），マス（那珂湊

・川尻・会瀬・大津），オオノマス（大洗），マスノスケ（波崎）

サケ科のうちで最も大きくなるので，オオマス，オオメマスと言う。岩手県ではサケをオオメマス

と言う。サケの意味不軋常陸の古い方言で，大き左サケをスケと言う。青森（八戸），北海道をピ
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でもかく言う。スケマスも同じ意味である。標準和名のマスノスケは本県，北海道でも言う。本種は

定置網と刺網で漁獲される。

57　サケ　Ⅳ（ee）

DiSt．太平洋岸では利根川以北，日本海斧では，ほとんど全沿岸，朝鮮東海岸，沿海州，千島■

カムチャッカ，アラスカ，北米西海岸

B．L　　70仇

サケノヨ（郵珂湊），レヤケ（水戸），レ十ケンポ（結城・下館）

富山県（魚津）でサケノ，富山県（永見）でサケノイオ，宮城県（気仙沼），富山県でサケノオ，

秋田県（金浦）でサケノヨと言う。すなわちサケノヨとはサケという魚と言う意味である。レヤクは

東京，静岡県（興津・川西）で言い，サケ上り転著したものである。標準和名のサケは東京，東北地

方，北海道，富山県で言われる。主として刺網，仕掛網等で漁獲される。

58　サクラマス　N（ce）

Dist．北海道に多い。まれに瀬戸内海や熊本県の沖で漁獲される。

B．し．　d O切花

オゴ（波崎），マス（郵珂湊・川尻・会瀬・大津），サクラマス（平潟）

オゴは娘という意で，この魚の稚魚をオゴと言う。マスの意味不明。マスという呼名は古く出雲風

土記に出ているd気仙沼・石巻・富山県で言う。標準和名のサクラマスは北海道方言で7～8月の産h

卵期には，普通銀白色の腹部に雌雄ともに桃色と黄色のまじった雲斑が現われ，美しい桜色となるた

め，この名がある。定置網で漁獲される。

59　ヤマベ　N（cc）

DiBt．河川倭′ト軋北海道と東北地方の河川に多く，南限は太平洋側では相模川，日本海側では

島根県から鳥取県。

B．し．　50cm

ヤマベ（久慈郡黒沢村・北茨城市花園）

ヤマベはヤモメ→ヤマメ→ヤマベと転化したものでヤモメとヤマメは男やもめの意味で，この魚は

一般に雌が少なく，雄が多いためである。北海道，東北地方，越後，塩原でヤマベ，東京付乱箱根，

上野沼臥美濃，信州でヤマメ，神奈川県（秦野），東京付近山間乳伊豆内浦でヤモメと言う。

40　ニジマス・：Ⅳ（cc）

DiBt．北米カルホルニヤ州の原産で，明治10年に初めて我国に移稚，本県で吐筑波町大鍵，

柳沢，大子町，大洗町孜どで飼育する。

B．L　　5Dc机

ニジマス（筑波・大盤・柳沢・大子・大洗）

標準和名ニジマスは米名RaiTlbov troutよ少採ったもので，体の側線に沿い，巾広いバラ色

の1縦帯が暗色の地色に対照して鮮明に走っており，これは成長するに従い，その美しさを増し，生

殖期には特にあざやかとなるのでこの名がある。
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41　アユ　NS（cc）

Dist．北海道石狩川および湧隠州以南，台湾の汲水川までと朝鮮。

B．L　　50cm

アイ（県下一円），7ユ（県下一円），カサギ（会瀬・滑川・川尻・大津）

アイ，アユは意味不明である。アイを石垣島でけんか，アユイを喜界島で闘う意味であることと関

係がなかろうか。7イオ（広島），7イノイオ（岐阜奥地）アイノヨ（秋田），エノヨ（秋田），ア

イギョオ（山口），アイナゴ（石川・和歌山・広島）などの方言があるのも面白レも　カサギは4～6

月潮上期の稚魚の名で，その意味は不明である。アイというところは静岡，高知，和歌し叱福島県（

相馬）でシラスをカサギと言う。主としてぎ餌と友釣わ，落し等によって漁獲される。

42　ワカサギ　N（cc）

Di8七・本邦各地の湖沼，南部のものは多くは移碑，朝鮮。

R L　15cm

公魚（霞ケ浦・北浦），サクラウオ（土浦），ワカサギ（県下一円）

公魚やワカサギについては次のような説話がある。関ケ原戦後，若狭国の領主新庄家15万石は，

外様大名なので国替えを命ぜられ，常州麻生へ転封され，禄高も1万石に滅ぜられた。そのため新庄

家は財政が豊かでないため，参勤交代の折，将軍家へ献上するものを霞ケ浦でとれるワカサギを当て

たため，公方様に献上する魚というので，それ以来公魚なる文字を用いるようになった。またこの魚

は若狭ではアマサギと言ったが，新庄家が麻生に移って以来，若狭から移って来た魚という意味でワ

カサギと称した。サクラウオの意は産卵期に群をなして桜川にのぼる魚ということである。霞ケ浦，

北浦，蘭沼が主産地で刺網，帆曳，大徳網で漁獲される。

45　シラクオ　NS（cc）

Dist．北方種で東海岸では北海道網走湖以南岡山県まで，日本海側ではカラ7ト，北海道，本州，

九州西岸＝，ウラジオストククから釜山までム

R L　　9cm

・カワシラス（波崎），ツラオ（霞ケ浦，・北浦・瀾沼・磯崎）ゾラウオ（県下⊥円），シラス（霞ケ

浦・北浦），トノサマウオ，（饉ケ浦麻生・潤沼），チリメソ（大洗），ノくノべ（大洗），ノでバシラクオ

（大洗・久慈浜），パパゾラオ（大洗），ホンノラオ（大洗・波崎）マシラス（大洗）

利根川河口でとれるシラス充のでカワシラス，シラオ按白魚の意，青森県（八戸），宮城県でも言

う。トノサマウオと呼ぶ由来は，江戸時代にこの魚を漁民から領主へ，領主から将軍家へ毎年献納し

たからだといわれる。シラスは白子の意で底色白色の魚を言い，石川県（今江潟・木場潟），三重

県の内湾，北海道釧路でも言う。チリメユ／は乾製品としたとき，ちりめんの如く縮むのでこの名があ

る。大きさは2～5仇ぐらいのものを言う。パパ，パパシラウオはこの魚の大形のもの，ホンゾラウ

オは大洗では中形のもの，波崎ではシラス期のものを言い，マシラスは体長5cmぐらいのものをいう。

標準和名のシラクオは勢州，武蔵隅圧り㍑　中川，佃島，周防山都，備前平江，伊勢桑名の方言である。

刺網，曳網，張網等で漁獲される。
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44　干ギス　S（＋）

DiSt．相模湾より土佐湾，富山湾，長崎，釜山

R L．　22CⅥ

オキギス（大洗・久慈浜・平潟），ハダカメヒカリ（久慈浜）

沖のやや深い海に生息するのでオキギスと言い，眼が大きく光り，うろこがはがれやすいのでハダ

カメヒカリと言う。標準和名のニギスは富山県魚津・滑川で言う。ニギスの意味は不明。

45　7オメエソ　くS（＋）

DiSt．茨城県以南の南日本

も．し．15仰l

ハダカ（久慈浜），ハダカメヒカリ（久慈浜），メヒカリ（波崎・久慈浜）

うろこがはがれやすいのでノ、タカと言い，眼が光沢ある緑色をのでメヒカリと言い，愛知県，高知

県でもかく言う。標準和名のアオメエソの称呼地は不明。

亜　ハダカイワシ　NS（＋）

Diat．本邦各地，フイリブビン，インド洋

8．し．　20C訂l

ハダカメヒカリ（久慈浜）

漁獲すると，うろこがはがれ，眼前部に大きを発光器があるためにハダカメヒカリと言う○榛準和名

のハダカイワシは漁獲されたとき，うろこがはがれやすいため，この名がある。東京で称呼される名

である。前種の7オメエソとともに機船底曳網で漁獲される。

47　ミズウオ　NS（r）

Di8t．太平洋の温帯と熱帯の深海に広く分布し，我が国では相模湾や駿河湾に多いが，北は北海

道におエんでいる。

B∴L　1．5cm

ガランチ，（大洗・那珂湊）

この魚を煮ると水のように肉が溶け，骨だけにそるので，ガランチョと言う。「また同様を意味で，

標準和名のミズウオがある。ミズウオは静岡県蒲原，伊豆三洋の方言である。

嶋　ムラサキシャチブリ　NS（rr）

Di8t．茨城県

B．L　　80仇

トオジン（水戸・那珂湊）

頭部の体の前半の形，冠をかぶった唐人に似ているので，トオジンと言う。標準和名のムラサキシ

十チプリは田中博士の命名である。ムラサキシャチブリのムヲサキは体色，シャチブリは背びれを立

てた体の前半が，ややシャチに似ているためである。横船底曳網で漁獲される。

49　タナゴ■】VS（cc）

Dist．本州の河川湖沼
－102－
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浅野長堆・藤本　武：茨城県産魚鞍の方言について（第2報）

B．し．　9cm

アカペラ（水戸・霞ケ浦・北浦），オシャラクブナ（大宮），アカベ（宍戸），タナゴ（那珂湊・

大洗・瓜連・友部・瀾沼），ニガク（水戸・岩間．．），ニガフナ（水戸），ニガブナ（太田），ニガッ

チョ（那珂湊・勝田），タラシコ（友部）

7カベ，アカペラは生殖時期に背びれ，しりぴれの美しい紅色になった雄のタナゴを言い，ソロベ

ラはひれや体色の白っぽい雄のタナゴを言う。ニガブナ，ニガプチョ，・ニガクはいずれも苦味のある

フナ，タナゴの意味で，ニガッチ針はニガッチョメとメをつけ，ニガクはニガタナゴとナゴをつけて

みるとわかりやすい。ニガフナは愛知県，九州博多，大分宇佐などで言い，二ガブナは京軌広島，

山口で言う。オシャラクブナは，土地の方言でおしゃれすることをオシャラクすると言い，この魚は

産卵期になると，背びれ，しわびれをどが美しい紅色を帯びてくるので，かく言う。タナゴは東京，

吉野川，富山県氷見で言い，江戸時代よわ用いられ，標準和名に採用されている。その意味は不明で

ある。澗偏ではタナゴ，ゼニタナゴ，ヤリタナゴ，クビラの4種を区別せず，単にタナゴと総称して

いる。

別　ヤリタナゴ’二NS（C（：）

かist．青森県を除く，本州全土，四国，■九州，朝鮮

B．L　　8仇

ニガク（廣ケ浦・北浦・水戸・岩間），ニガブナ（震ケ浦・北浦・太田）．ヤナギザコ（－）

ヤナギザコとはこの魚の体形がタナゴより細長く，その形が柳の葉に似ているので，かく言う。標

準和名のヤリタナゴは田中博士命名である。

51クビヲ　NS（＋）

Di8七．東北地方から九州に分布。清澄な細流にすむ。本県では廣ケ浦・北浦・個沼に分布。

R L．　9C花

タナゴ（霞ケ浦・北浦・澗招）

標準和名のクビラは江戸時代からの呼名で京都の方言である。クビラは田圃およびその付近の細流

にすむ左右に平たい魚という意味で，ビラ，ベラは左右に平らたい魚を意味する。

52　バラタナゴ　S（Ce）

Diat．琵琶湖以西の本州・九州・朝鮮・台湾・中匡卜近年関東各地に繁殖した。

R．L　　5cm

タナゴ（恵ケ浦）

本種は関東平野に分布しなかった魚であるが，ノウギョの種苗に混じて移殖されたと言われる。昭

和25年夏ごろ利根川よか饉ケ浦に入れ．現在湖岸に普通に見られる。雄は産卵期が近づくと美しい

バラ色の婚姻色を体側腹方や背びれ前上線か上坊しびれなどに現わし，体の前背面はクジャク色に光

るので，この標準和名のバラタナゴが生まれたものであろう。タナゴ類はわが国にすむ淡水魚の中で

は最も美しい体色をもち．体も′ト形なので観賞魚として最適で，東京都内♂ノデノく－トで時々販売され，
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米国へも輸出されている。

短　ゼニタナゴ　N（＋）

Di8七．関東以北，移殖の鮭果，諏訪湖・天竜川水系に分布。

B．L　　8C取

オカメブナ（水戸），オカメザコ（水戸市下市），カツマタナゴ（霞ケ浦），カンジキタナゴ（霞

ケ浦・北浦），チョウシタナゴ（北浦），ニガク（水戸），ニガブナ（水戸・太田）

標準和名ゼニタナゴは東京方言を採用している。このタナゴは他のタナゴに比べ，うろこの排列の

工合がちがい，細かくなっており；また体形も卵形で，小判に似ているところからこの名が生まれた。

オカメブナ，オカメザコは，いずれもその形態，ぼってりした感じより名付けられたもので，東京で

も言う。東京ではこのほか，オタフク，ベンテンタナゴとも言い，山形ではピッチ十タナゴと言う．

カンジキタナゴは深田に生息するタナゴの意で，カンジキは深田で稲刈少するときはく田下駄のこと

である。カツマタナゴ．チョウシタナゴのようにタナゴに他の地方の地名をつけたのは，味が悪いこ

とを意味する。事実とのタナゴは他のタナゴ類よりも苦味が強く，まずい。ニガク，ニガブナもこの

意を表わしている。

54　ヒガイ　S（C）

DiSt．天然の分布は豊橋以西の本州と九州。近年霞ケ浦その他関東各地に移殖されて繁殖してい

る。大正7年（1918）に琵琶湖より移穂，桜川に放流，現在湖岸至るところに普通に見

られる。

R L．　256鳳

ヒガイ（霞ケ浦）

標準和名のヒガイ吐琵琶湖の方言で，この魚は日当りのよいところを好み，必ず日に向っているの

でヒガイ（日向い）と呼ばれるようになったとの説がある。との魚を明治天皇が賞美したのて態とい

う字をヒガイと読ませる。

55　ツチフキ（スナモロコ）　S（＋）

Di8t．天然の分布は淀川以西の本州と九州。本県では利根川・霞ケ浦。

R．し．　15cm

ザコ（霞ケ浦・北浦）

この魚は12～15年前に利根川から霞ケ浦に入ってきたもので，讃ケ浦・北浦では張網および地

引網でまれに漁獲される。利根川筋では相当繁殖している。本県ではザコとして取り扱われ別に呼名

はないようである。標準和名のツチフキ（スナモロコ）はこの魚の生態上より名付けられたもので，

川や湖の流れのゆるやかな水域の砂底か砂泥底にすみ，えさをさがすときロより水流を噴出させて砂

を吹くように見えるので，この名がある。ツチフキは関西の方言で，スナモロコは大阪の方言である。

鮎　クモロコ　S（＋）

DisL天然の分布は静岡および新潟県以西，現在では関東に繁殖。本県では霞ケ浦に分布。
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B．し．　15cm

ザコ（霞ケ浦）

ザコとして取り扱われる。この魚はツチフキと同じころ関西エカ移殖されたもので，震ケ浦へは利

根川より入ったもので，まれに張網で漁獲される。標準和名のタモロコは琵音湖の方言である。モロ

コの意不明。

57　カマツカ　NS（＋）

Diat．北海道・青森を除くわが国全土，朝鮮・満州

R．L　　25仇

スナムグ1J（那珂町），ヤマザイ（－）

スナムクリはこの魚の習性を表わしたもので，河川・湖沼の砂底にすむ底魚で，砂にもぐる性質が

あるので，かく言う。ヤマサイは山間部の河川にすむサイのよう宏魚の意である。標準和名のカマツ

カは琵琶湖の方言である。カマツカは鎌の柄璃

58　エゴイ　NS（C）

Di8t．北海道を除く日本のほとんど全土。

B．L　　21珊

サイ（霞ケ浦・北浦・水戸・那珂湊・久慈浜・潤沼・太田），サイメ（下石崎），ハナミザイ（土

浦桜川）

サイは細魚の憲で体の細いことを意味する。本県のほか，琵琶湖・東京・宮城・群馬・栃木・福島

でもかく言う。ハナミザイは土浦では春，桜川で漁獲されるころ，酷が最もよくなるので・かく言う0

標準和名のニゴイは琵琶湖の方言で，コイに似た魚の意である。

59　モツゴ（イツモロコ）NS（cc）

Diat．本州の河川，朝鮮，中国

B．乙．8仇

ォポソ（庭ケ浦・北浦），クチポソ（東海），ハヤ（水戸），ヤキ（霞ケ浦・北浦），ヤキハヤ（

土浦），ヤナギザコ（水戸），ヤナギバヤ（土浦）

か好ソは′j、細の意で，体形が紐長く′ト形をので，かく言う。クナポリは琵琶湖・東京・群馬で言い，

ロ裂が小さいことを意味する。ハヤは本県のほか，東京・下総東陽でも言う。ハヤは速の意で，この

魚の泳ぎかたが速いということを意味する。ヤキは境の意で，普通焼いて飼鳥のえさに利用されるの

で，この名ができた。′日日，沼などにたくさんいるが・小骨が多く苦味があるので・あせわ食用にさ

れない。フナ釣少などで，よくえさを食い逃げされるので・東京の約人は外道といって・この魚を嫌

う。ヤナギザコ，ヤナギバヤはその形が細長く柳の葉の上うであることを意味する0ヤナギバヤは群

馬県城沼でも言う。標準和名のモツゴは高知県の方言で，その意味は不明である。イシモロコは味の

悪いモロコの意。

dO　ノウ・ギョ　S（＋）
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Didt．利根川，霞ケ浦，北浦

B．し．　40C汎

ポラゴイ（霞ケ浦・北浦），ノウギョ（那珂湊・潤招），ロケットウオ（利根川）

昭和18年・20年の2匝し　中国よ少移殖したが，その後利根川水系で繁殖することが確められた。

ポラゴイはその体形より名付けられたもので，頭はポラのどとく，体はコイに似ているからである。

ゾウギョは草魚で，これは草魚（TSuaO－yill）なる中国名よりきたもので，この魚が水草や陸軍

を好んで食べる食性より名付けられたものである。ロケットウオはこの魚の大きをものが，ものすご

い勢で突進し囲んでいろ網をうち破って逃げる状態がロケットのようであるとの意味である。

引　ウタイ　NS（ee）

Di8t．北海道以南の本邦各地，カラフト，沿海州

R L．　50（刑

7イソ（嘗ケ浦・下館・黒沢），ザコ（北茨城），ザコメ（山方），ハヤ（貰ケ浦・下館），ハラ

カ（北相馬郡大井沢），マルタ（霞ケ浦・瀾沼・友部・北浦・笠間・水戸），マル〆（友部）

アイソは日光でも言う。その意味不明○ザコは日光，下野でも言う。ノ、ヤは箱根，信州上田，多摩

川中流以上，松本平でも言われる。ハラカはその体色より名付けられたもので，この魚は雌雄とも腹

部に朱赤色の婚姻色を現わすためである。仙台ではハラ7カ，ハラガと言う。マルク，マルタはその

形態よりきた名前で丸太の意味である。標準和名のウタイは琵琶湖，東京付近，箱根，静岡，岐阜，

高山，紀州各地，鳥羽，富山県氷見，東岩瀬など関東以南の方言である。ウタイは鵜食いの意で，う

鳥の食う魚であるとの解釈もある。

皮　ユサンウタイ（マルク）　N（ec）

DiBt．本州中軸北，北海道，朝鮮の内帝・河口

R∴L　　5　0C爪

マルク（霞ケ浦・大洗・那珂湊・水戸・澗沼），ウシマルタ（大洗・那珂湊）

本種はコイ科中唯一の降海魚であり，ウタイよカ体が著しく大きくなる。その最も成長したものを

ウシマルクと言う。マルクは宮城県若柳町，武蔵立川，多摩川，銚子でも言う。標準和名のユサンウ

グイの意味不明。

65　7プラハヤ　NS（C）

Di白t，北日本および南日本

B．し．　15仇

ハヤ・ニガベ（久慈君臣黒沢村）

本種は山間の渓流の淀みに生息し，本県では久慈川の上流にすむ。ハヤは九J寸慣後川，駿河内浦で

も言い，二ガベはこの魚に苦みがあることを意味する。上総横芝でニガク，栃木県那須郡大内村でニ

ガンベまたはニガザッコ，二ガザブコは山形県最上郡金山町付近でも言う。標準和名の7プラハヤは

体が油を塗ったよう色つやをしている魚という意味である。この名は田中博士の命名したものである。
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糾　オイカワ　S（cc）

Dist．本州中部以南，台湾，朝鮮，中国

且∴L　　20仇

アカノ、ラ（下館），イカリ（水戸・太田・山方・大宮t大子），ジョロウブナ谷（水戸），テンジ

ンヤマべ＄（下館），／、ナイカリ吉（大子），パパイカリ（種村），ヤマベ（竃ケ浦・北浦・牛久招

・渦沼・岩間・友部・東海・須和）

7カノ、ラは，この魚の雄が体側腹部が美しい赤色を帯びるからである。ハナイカリも，ジョロウブ

ナもそれと同様を意味をもつ。テンジンヤマベの意味不明。了か、ラは栃木県でも言う。イカリの意

味不明。パパイカリはこの魚の老成したものを言う。ヤマベというのは，この魚がヤマメに似た斑紋

が体側に現われるので言うのである。標準和名のオイカワは京都・琵琶湖の方言で，その意味不明。

「股に雄を言うようである。岐阜，紀州岩出でも言う。関東ではオイカワという名は用いられをい。

85　フナ　NS（cc）

Di8t．アジヤ・ヨーロッパの温帯

B．L　　50cm

キンタロウ（友部），キンブナ（那珂湊），ギンブナ（霞ケ浦・北浦・友部・那珂湊），ゲンゴロ

ウ（友部），コブナ（霞ケ浦），ゴマカス（－），ヒラブナ（滴沼・中石崎）ビワコブナ（麿ケ浦

・北浦），フナメ（友部・種・須和），フナッコ（那珂湊・水戸），マツカワフナ（霞舛甫・北浦），へラプラ（県下一円）

キンタロウはその体が丸々と肥え，金太郎のような感じがするので名付けられ，東京の鈎師も言う。

キンブナは体色の金色のものを言う。ギンブナは体色の銀色のもので，潮入射Ilに多い。コブナ，フ

ナッコはフナの小形のものを言い，ゴマカスは体に黒色の珪点が多いものを言う。ヒラブナは体が側

扁して左右に平らたいものを言う。ビワコブナは琵琶湖より移殖したゲンゴロウブナのことである。

ゲンゴロウブナは琵琶湖の魚商源五郎がこのフナだけを取放ったために名付けられたpマツカワブナ

は立鱗病にかかったものを言う。標準和名のフナは古名称で万葉集にでている。「おきへ往き，へに

ゆきいまや，妹がため，わがすをどれる藻臥東鮒。」

占占　コイ　NS（cc）

DiSt．アジアおよびヨーロッパに広く分布。

B．L．　‘Ocm

コイ（県下一円），コイメ（友部・須和）糞和田ゴイ（－）

蓑和田鯉は毛吹革（正保二年）に出てくる呼名，意味不明。標準和名のコイは古い名で日本書紀，

常陸風土記にでている。意味不興っ霞ケ浦では大徳網で多獲される。

占7　コクレン　S（r）

Dist．南中国が原産，ソウギラヤノ、クレ∵／とともに移殖され，本県では雷ケ浦に繁殖している。

且．L lm

方言なし。標準和名のコクレン（黒璧）は中国名。中国では重婁淡水畑・の一つである。台湾の養殖
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魚である。

虚　ハクレン（日経）　S（C）

Di8七．中国が原産。ソウギョとともに移殖され，利楓日水系で繁殖している0台湾へ種苗として

輸出している。

方言をし。標準和名のハクレンは中国名○中国重要汲水魚の一つで，台湾の養殖魚である0

69　7オウオ（青魚）　S（r）

Di8t．中国が原産。本県では利根川水系および霞ケ浦・北浦に繁殖しているo

B．L lm

ソウギ，（嘗ケ浦・北浦・潤沼）

ノウギ，に似ているから一般にソウギと言いノウギ言と区別しない○標準和名の7オウオま体色が

青味を帯びるためである。

70　ドジョウ　NS（＋）

DiSt．わが国全土，朝鮮，台湾，印度，カラフト。

B∴L　1°仇

ドク，ウ（県下一円），ドジョウメ（東海・久慈浜・須和）

棟準和名のドジョウは沖縄，静岡県韮山・一宮の方言である○ドジョウは土生で水底の泥土から生

まれる意味との説もある。

71　ホトケドジ℡ウ　NS（＋）

Di8t．秋阻以南の本州および四国

R L dm

オカメザコ（水戸），オカメドジョウ（倭ケ浦・北浦）

頭の形の感じがオカメに似ているので，オカメザコ・オカメドジョウというq信州松本平でもオカ　介

メドジョウと言う。標準和名のホトケI∴クコウは琵琶湖の方言である。その意味は不軌

72　シマドジョウ　NS（ee）

DiBL北海道および九州西部を除くわが国の全土。

ィシドジ，ウ（－），カワドジョウ（友部），アナムクリ（蔑ケ浦・北浦）・う／マドジョウ（潤

滑沼前・那珂湊・勝田・桂），ツミズコ（霞ケ浦・北浦・潤滑沼前）・スナドジョウ（友部・静・須

和・勝田・東海・那珂湊・久慈浜），スナムクリ（水戸・大洗・太田・黒沢）・スナモクリ（岩間●

宍戸・水戸・東海・太田）ドジョウ（日立・磯崎）・ドガモ（黒沢），マンネンドジラウ（大洗・那

珂湊），ヤマドジョウ（山方）

水の澄んだ湖沼・河川の砂底あるいは砂れき底に生息するので・イッドジョウ・スナドジョウと言

い，清水の湧出するよう硝澄な砂底にすむのでシミズコと言う○稲田や泥底工少も流のある細流に
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すむのでカワドジョウと言う。「また砂底にもぐる習性があるのでスナムクリ・スナモクリと言う。マ

ンネンドジヲクとはこの魚の特に成長した大き夜ものを言う。ドガモの意味は不明。ヤマドジョウは

山間部の細流にも生息するので，かく言う。標準和名のシマドジすりは琵琶湖の方言である。この名

は魚のしま模様の斑紋よりでている。

75　ナマズ　NS（e）

DiSt．北海道を除く日本各地，朝鮮，台湾，中国。

B．L　　50m

ギュウク（北浦新宮），ナマズ（県下一円），ビワ（猿島郡）

ギュウクは奈良県北葛城郡王寺，群馬県渋川でも言うが，この地方ではナマズでなくて，ギギをさ

す。ギ1ウクの意味不明。ナマズは古い名で和名妙にでている。その意味不明。どりはナマズの幼魚

をさす。

74　ギギ　S（＋）

Di8七．本州中部以南，四国の河川湖沼，本県では瀾沼に注ぐノ叱

R∴L　15仇

カワバチ（水戸），カババチ（水戸），カン㌧べチ（水戸），ギバチ（水戸），ギンギヲ（水戸），

ギンギ，ノミチ（石崎・下館），ギンパテ（下館），ギンギロ（石崎）

との方言はいずれも胸びれにある疎に関係し，この稗に刺されると大へんに痛み，はちを連想し，

また棟を直角にたて，それを後ろへ動かしてギーギーという普をだすので，これらの方言が生まれた。

カワバチは川はちで，カババチ，カンノミチはカワバチエ少転化したものである。ギバチは東京，紀州

有田郡，琵琶湖で，ギンギ廿は千葉県印旛沼，小名浜，棚倉，仙台，盛岡で言う。標準和名のギギは

琵琶湖，紀州各地の万雷である。

75　ギバチ　N（C）

Di8t．関東地方以北の本州，九州西部に不連続に分布。生息環境はギギとほほ同様だが両種が混

生する水域はまだ発見されない。

乱し　　21珊

カワバチ（覆ケ浦・北浦）ギギ，バチ（御前山），ギバチ（茨城・北茨城・岩間・水戸・平破・須

和・山方），ギュウノくチ（嘗ケ浦・北浦），ギ／ギ1ウバチ（岩間・太田）ギンギョ（水戸・太田），

ギンギヲバチ（岩間・友部・水戸・瓜連・太田・静・下石崎・那珂），ギンギ曹メ（須和），ギンギ

ロ（水戸）．ギンギュバチ（岩間・太田），ギンギロバチ（那珂・東海・平潟），ギノバチ（黒沢・

下館），ギンヨバチ（須和），ハゲキギ（霞ケ浦）

本種の方言も前程のギギと同様に，その胸びの頼，それにある毒腺，発音に関係して生まれたもの

で，標準和名のギバチは東京付近の方言を採用した。カワノくチと同じような呼名のカ7ノくチは上総丘

山・川上で，カアノミツは上総大和・睦岡成東で言う。

7‘　ウナギ　NS（ee）
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Di8t．太平洋側北海道以南，日本海側秋阻以南

R L　　70cm

カヤコ（宍戸・水戸），カヤンコ（那珂湊），ガココ（那珂湊），カリンコ（常澄），センコ（内

原），グッ（霞ケ浦・北浦），グッコ（霞ケ浦・北浦），どり（霞ケ浦・北浦），ポッカ（個沼・大

洗・那珂湊），メソ（宍戸・都河津），メソッコ（水戸）

カヤコ，カヤンコ，ガヨコ，カリンコはその意味不明。同系統と思われるカヨは上総睦岡・公平・

東金に，カヨウが上総に，カヨ∵コが千葉県山武郡コ11村にある。センコは線香の意で，細い幼魚を意

味する。ダブ・ダッコ吐シラス期の幼魚で，その意味不明。どりは小さいものをののしる言葉で，ウ

ナギの幼魚を言う。同系統の方言は和歌山のどリウナギである。ポッカは木の根株を意味し，ウナギ

の特に大きいものを言う。メソ，メノッコはメズコ（愛子）より転化してウナギの小さいものを言う。

メソは「物類称呼」（安永4年・1775年）にのっており東京，千乗，群馬，埼玉，神奈川，静岡，

愛知，岐阜の各都県で言われる。標準和名のウナギはムナギより転化したもので，古い呼名で万葉集

18に「石麻呂に苦れ物申す夏痩せに苦しと言うものぞ武奈伎取少食せ」。ムナギは棟木の意でウナ

ギの体形を棟木のような長い材にたとえたものであろう。この古名が大分市に残っている。本種は基，

証潰し，鎌，竹筒等にユタ漁獲される。

〝　マアナゴ　NS（ee）

DiSt．北海道，本州，四国，九州，朝鮮

B．L　　9　0cm

アナゴ（川尻），ダポ（大洗），ハナダレ（波崎），ハモ（県下一円）

アナゴは穴子で，海底の砂泥中にもぐる習性よりでた名である。東京，壱岐，大村湾，淡路福良，

鳥羽，盲山県新湊，富山でもアナゴと言う。ダポとはマアナゴの大きなものを指し，貪食で容易に漁

獲されるので，おろかものの意味でダポと言う。ハナダレはレブトセ77ルス期のものを言う。ノ、ナ

ダレとは鼻垂れの意で，子供をののしる語で，ウナギの幼魚を意味する。ハモは北海道，東北地方，

山陰地方，青森県鮫，富山県，新潟県，福井県（小浜），兵庫県（香住・但馬），岩手県，宮城県（

気仙沼）で言う。ハモたその形が類似しているため名付けられた。北日本にはハモはほとんど分布し

なレ㌔標準和名のマナ7ゴは直穴子で，三崎，東京市場，壱岐で言われる。本県では底曳網，延確等

で漁獲され「すし」の材料となる。

78　ギンアナゴ（トビアナゴ）　S（＋）

DiSt．茨城県，新潟～紅海，アフリカ．オーストヲリヤ，ポリネシャ，ノ、ワイ

B．し．　1m

キツネハモ（都珂湊），ギンアナゴ（川尻），ギンハモ（大洗）

頭部の形態キツネに似た感じをのでキツネハモと言う。ギンアナゴは標準和名で東京，長崎で言い，

体色より出た名である。ギンハモもまた同じである。

79　ハモ　S（＋）

Dist．茨城以南，朝鮮，台湾，支那海，アイリッビン
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B．し．　2m

アナゴ（都珂湊）

アナゴは穴子でハモがアナゴ忙似ているためにつけられた名である。標準和名のハモはハム（食む）

よ少転化したもので，鋭い大きな懐があってかみつくので，この名がある。夏美味で，関西では特に

賞味する。本種は前種のマアナゴ，ギンアナゴとともに機船底曳網と延縄で漁獲される。

80　ウツボ　S（rr）

Di8t．茨城県以南，フイリッビン

且∴L　　80甜l

ツポ（大洗）

ツポはウツボの略。標準和名のウツボは関西，紀州各地，高知市，鳥羽で言う。ウツボは昔，武士

が矢を入れて脛に帯び太い筒で，この筒に多少類似するためウツボと称した。

81　メダカ　NS（cc）

Dist．本州北部以南，本邦各地，朝鮮西南部，中国，台湾

B．L　　4cm

ギンコ（那珂湊），ギンメ（結城郡絹川村久保田），ザコ（新治郡藤沢村東町・真壁郡言里村桑山

・水戸市須和），ザゴ（真壁郡上野村上野），ザコッコ（岩瀬町久原），ザッコ（筑波都島名村・下

館市・石下町新石下・山川村今宿・西豊田村仁江戸），ジヤマ（友部），タンポメダカ（久慈浜），

ハナカケザッコ（－），ピンカコ（茨城町中石崎），ビンクコ（茨城町中石崎），ビンビンザコ（

水戸市緑岡），ベンベン（常澄村小泉・下入野・茨城町下石崎・本遠西），ベンベ／ザコ（茨城町下

石崎・本通商），ベンベンザッコ（夏海村神山・水戸），ベンベンザッコ〆（大洗町神山・那珂郡），ベン

ベンタコ（茨城町三条・常澄村下入野），メザカ（江戸崎・竜ヶ崎・君原・大宮・八原），メザコ（

水戸・竹原村馬場・木崎村門部・西羞田村仁江戸），メザコメ（那珂郡）メサタカ（奥野村），メザ

ヅカ（西小沢村仲内田・竜ヶ崎・大宮・長竿・八原・川原代），メザッコ（石塚町那珂西・西茨城郡

・真壁郡川西），メザッコメ（岩船村高久・那珂郡），メメガ（多賀郡），メダカ（那珂湊・太田），

メダッカ（長竿・北相馬郡）メダッコ（石塚町上長），メチヤコ（平磯），メンザカ（久慈郡），メ

ン／ミブコ（笠間）

ギンコ・ギ／メは体色より生まれた名。ギンメは高崎市・山口県，大阪府でも言う。ザコ・ザゴ・

ザコツコ・ザブコは雑魚の意。ザコは東京・栃木・長野・富山・奈良・岡山・福岡・佐賀・熊本・宮

崎・鹿児島で，ザゴは栃木で，ザコッコは埼玉県で，ザッコは岩手・秋田・山形・福島・栃木・埼玉・

千葉・静岡・新潟・長野・愛知・富山・岐阜・島根・福岡・佐賀・熊本・宮崎で言う。ジヤマはジヤ

ミエカ転化したもので，ジヤミは弱いものとか，メダカとかイワシ類の稚魚の意味がある。静岡・山

口で言う。タンポメダカは水田に多いので名付けられた。ハナカケザソコは意味不明。ビンカコ，ビ

ンクコ，ビンビンザコは網ですくうとビンビンはねるので名付けた。ピ／ビンは徳島，ビンビンコ，

ヒンピ／チャコは島根で言う。ノVベンザヨ，一℃／・・ツザッコ，〈ツー、ツザッコメ，ベンベンダコもビンビンザコ，ピ
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ンクコよか変化したものである。メザカ，メザコ，メザコメ，メサッカ，メザッカ，メザッコ，メザ

ブコメ，メソザカ，メチャッコは眼に特徴のある雑魚の意である。

メダカ，メタガ，メダッカ，メグッコは眼が頭の高い位置にあることを表わす。メンバッコは眼に

特徴のある小さい魚の憲である。

メザカは東京．神奈川，埼玉，千乗，群馬，栃木，福島，新潟，福岡，佐賀，長崎，熊本で，メサ

コは栃木，福島，山梨，長野，福井，石川，福岡，大分，鹿児島で，メザッカは千葉，栃木，静岡，

福岡で，メザヅコは岩手，山形，栃木，埼玉，千葉，神奈川，新潟，静岡，長野，福岡，佐賀，長崎

で，メダッカは栃木，千葉，静岡で，メダタコは岩手，福島，群馬，神奈川，長野，福岡，長崎で，

メソノミッコは静岡でも言う。標準和名は東京方言であるが現在は全国的に通用する。

本県ではメダカの方言が51種ある。辛川十歩薯の全国メダカ方言集には本県のものは20種採集　　ネ

されたが・本報告では11種新に加えたことになる。これはメダカの全国方言2・170種の1・4痴に　が・

当る。

82　グッ　NS（＋）

DjSt．北海道以南本邦各地および朝鮮

B．L lm

7オポネ（那珂湊），グッ（久慈浜）

7オポネは青骨の意で骨が青いことを意味する。国府津でも7オポネと言う。標準和名のグッ東京，

東海道の呼名である。グッは里芋を干した芋がらの意で，この魚の形の細長いこと芋がら忙似たため

に名付けたものである。

85　サンマ　N（ee）

Di8t．千島占守島から九州および朝鮮，アメリカ西海岸

B．し．　40仇

サンマ（県内一円）

標準和名のサンマは，大言海には兵美点の音便約であろうとしている。細長い魚を意味する。サン

マは関東，東北地方の呼名であるが，現在は全国的に広まった。昭和25年頃までは流し刺網で漁獲

されたが，昭和24年以後，火光利用にユタ電気を利用してサンマ棒受網漁業に転換し漁獲量が増大

した。

84　クルメサヨリ　S（e）

Di8t．霞ケ浦，荒川，名古屋，有明海，朝鮮釜山よか西口銃まで

B．し．　2Dc机

サイレンポ（水戸・澗沼・那珂湊・雷ケ浦・北浦），ヨド（雷ケ浦・北浦・水戸），サヨリ（瀾沼

・那珂湊・県下一円），モサヨリ（霞ケ浦・北浦・水戸）

サイレンポは細魚の意，ヨドは延書式に出ているサヨリの古老でヨリト，ヨロトよりヨロヅ，ヨドロ，

ヲドと転化し，いずれも，たくさん群ををして遊泳する魚の意で，ヨリ，ヨロズは寄るとかたくさん
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の意味である0モサヨリは藻サヨリで水薬の繁茂する水域にすむサヨリを表わす。標準和名のクルメ

サヨリは・この魚が九州筑後川に多いので・その中流にのぞむ久留米市にちなんで，クルメサヨリと

命名したものであろう。

方言ではサヨリとクルメサヨリを区別しない0サヨリは海産で，クルメサヨリは汽水産でサヨリよ

カ小形である。

サイレンが，ヨド・モサヨリの方言は本県のみである0サヨリは江戸時代よ少の呼名で，越前のサ

イコリよカ転化したもので，たくさん群を孜す細長い魚の意をあらわす。

85　サヨ1J NS（ce）

DiSt・カラフト，楽間，北海道以南台湾，朝鮮全沿岸

サイランポ（平磯），サイレンポ（那珂湊・久慈浜），サヨリ（瀾沼・郡珂湊・川尻・県下一円），

セイランポ（平競）トガマス（大津）

サイランポ・サイレンポ，セイランポはいずれも体の細い魚の意であ少，サヨリの意味は前述のと

お守である0サヨリは富山，京軌島根の方言である0トガマスは口先のとがったカマスの意である。

瀾軌llでは刺網で漁獲される。

88　トビウオ　S（C）

DiSt・北海道以南太平洋沿岸各地
R L．　55（Ⅶ

ツバメウオ（大洗・水戸・郵珂湊・川尻），トビ（那珂湊），トビウオ（川尻・県下一円），トビ

オ（大洗・久慈浜），トビヨ（大洗・大津）

いずれもこの魚の海面上を飛行する習性より名付けられたものである。島根西部にても古くよりツ

′りウオと言う0東京・堺にてもトビと言う0トビウオと言うところは，仙台，能登，新潟，金沢，

福井・東京・大阪・高れ宮崎・鹿児島，富山である0トビオは本県だけ，トビヨは別府でも言う。

本県では延縄で漁獲される。

凛　　　87　メカクラグツ　S（rr）

Dist・千葉県北条，愛知県三谷，高知，TungsaiIS．（中国）
B．し．12m

ホトトギス（那珂湊）

ホトトギスは・この魚が骨ばか少の魚に見えるので，名付けたものである。標準和名のタカクラダ

ツは田中博士の命名である。

組　キンメダイ　S（r）

DiSt・相模灘，駿河湾，熊野灘，高知沖，鹿島灘

B∴L　5　t〕cm

キンメ（久慈浜）

キンメは金目の意で・眼が金色をしている○標準和名のキンメダイも同じ意味である。

キンメは東京・三崎で，キンメダイは三崎，東京，小田原でも言われる。

89　ギンメダイ（ギンメ）　S（r）
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Di8t．本州中部以南に多く，底引で漁獲，やや深所に生息で

8．L　　50C硯

7ゴナシ（久慈）

下顎が上顎庇比べて薄いので，かく言う。高知，三崎，沼津でも7ゴナシと言う。標準和名のギン

メダイは称呼地は不明。三崎で壮単にギンメと言う。眼の色が銀色をしているので，かく言う。ギン

メは三崎の方言である。

90　マツカサウオ　S（rr）

Di8七．本州中部以南，フイリブビン～南アフリカ

B．し．1dc間

イシダイ（水戸）

ぅろこが大きく堅く，全体の感じが石のようなのでイシダイと言う。本県特有の方言である。標準

和名のマツカサウオは大きを堅いうろこにおおわれた状態がマツカサのようなので名付けられたもの

である。マツカサウオと称するととろは，東京市場，富山県魚津・生地・神奈川兼山・長崎である0

91　マトウタイ　S（＋）

DiBt．茨城県以南，7イリソピソ～南アフリカ

B．L　　5　0G九

ヵガミグイ（那珂湊・久慈浜・川尻），ビングイ（大洋村上島・大野村中野），マツダイ（大洗・

那珂湊・久慈浜）

体が平らたく卵円形で，体の中央に黒い円い紋があり，うろこは小さく皮下にかくれ，体色は銀灰

色である。カガミグイはその形態体色より名付けられたもので，宮城県気仙軌福島県小名浜，兵庫

県佐野・高砂でも言う。ビングイのピンは点の意で，体側に黒点のあるタイという意味である0本県・

だけの方言である。マツダイはマトタイより転化したもので，マトダイは福井県′」、浜・三乳岡山

県高梁，宮崎県油津で言う。本県へはこれらの地方から伝わったものであろう0標準和名のマトウダ　√

ィは馬頭タイとの解訳もあるが，的ダイナをわち体側中央の黒い円点が矢の的のようをので名付けら

れたとするのが適当であろう。

92　カガミグイ　S（＋）

DiBt．茨城県以南，ハワイ－，オーストラリヤ，ニュ‾ジランド

B∴L　　70cm

7ゴナン（大野村中野・大洋村上島），ギンダイ（久慈浜）

その形前程のマトウタイに似て卵円形，体色銀灰色で不規則な褐色斑がある。7ゴナシはこの魚の

下顎が上顎に比べ薄いために付けられた名である。ギンダイはその体色より名付けられたもの○富山

県生地・新湊でも言う。標準和名のカガミグイは東京方言カガミより変化したものであろう。標準和

名カガミグイの意味は前種の同じく，その体形，体色上り名付けられたものである。

95　7カマンボウ（マンダイ）　S（r）

－114－

曽



浅野長雄・藤本　武：茨城県産魚類の方言について（第2報）

DiSt・太平洋および大西洋の温帯および熱帯の外洋に広く分布する。

且　L　　2m

マンダイ（水戸・大洗・那珂湊）

形は卵円形，体色は背は青紫色で赤味があわ腹は赤く，体側一面に銀白色の斑点があり美しレ㌔遠

洋マクロ延縄でとれる。マンダイは東京，三崎の名。体形がマンボウに似ているので，かく言う。標

準和名のアカマンボウは東京で言う。マグロ延確漁業で漁獲される。

94　ポラ　S（cc）

Di8t．世界各地の温熱帯

B．し．　8　0m

イナ（波崎・潤滑・那珂湊），イナコ（澗沼），オポコ（潤沼川大場），コマンジヤク（県下一円），

スバ（土浦），チャンキ（大洗），ニサイゴ（那珂湊），ポラコ（波崎），ポラ（県下一円），ヒカ

リコ（霞ケ浦）

イナは体長50C以下の岩魚をさし，その意味は稲魚で，この魚はJHから水田にも入るので，この

名があるとの説がある。東京，浜名湖，高知県，紀机小名浜，広島県，堺でもいう。イナコは体長

5～18仇ぐらい。東京の名である。オポコは幼児の意で，体長5～18cmぐらいをさす。浜名軌

東京で言う。コマンジャクは体長15（m以下の幼魚を指し，コマンジャコよか転化したもので，関西

ではメダカのことである。コマンはコマメ（小豆），ジャコはシャコ，シャコは幼女の意で，ポラの

幼魚を意味する。スパはスバシリ（州走り）の略で，体長5～9C孤ぐらいのものをさし，河海の浅瀬

などで群遊しているがラの稚魚が物に驚いて逃げ去る状態よれかく名付けられたものである。福島

県小名浜でもスバと言い石川，兵庫，福岡ではスバシリと言う。

チャンキはチャッケイ（小さい）とかチャッゴイ（小さい）と関連があわそうた。すなわちがラの

幼魚を意味する。チャン車のキは魚を意味するものと推測している。魚の方言の語尾にキをもつもの

が相当あることは注掴してよい。ニサイゴは二歳子で体長20cm前後のものをさす。宮城県角田，浜

名湖，三重県ではニサイと言う。ポラコは体長5仇ぐらいのものを言う。ポラは体長50の以上のも

のを言う。ヒカリコは体長5仇以下のもので，体色が銀色に光るので，かく言う。ポラの意味は不明。

95　メナダ　NS（＋）

Dist・北海道以南，本邦各地

B．L l m

ギンポラ（那珂湊），メナ（那珂湊），メポラ（滴沼）

ポラに似ているが体が細長く，体色がポラ上りも白っぽく，口と眼が赤い。体色が銀白色をしてい

るところからギンポヲと言い，これが幼魚をメナと言う。メポラは眼が赤く，ポラと異なるので，メ

ポラと言う。湖沼では体重1・5～1・9KF以上のものを称す。那珂湊付近ではポラとメナダは混生する

が，約人は，はっき＿り区別する。

96　7カカマス　S（C）
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DiBt・茨城県～長崎，台湾，中国

R．し．　50cm

カマス（久慈浜）

一般にカマス類をすべてカマスと総称する。カマスの意味は不明。標準和名の7カカマスは田中博

士の命名。長崎，高知でも言う。体色は黄褐色で，尾ひれが美味をおぴる。味がよく，他のカマスよ

少値が高い。

97　ヤマトカマス　S（C）

DiSt・茨城県以南の各地沿岸，台湾，セレベス

R L．　d Ocm

カマス（大洗・雛珂湊・大津・平潟），ミズカマス（久慈浜）

前種より体がやや細く，うろこがこまかい。体色は背部は青褐色である。ミズカマスは体に水分が

多いので，かく言う。味は7カカマスに劣り，値も安い。

98　カムルチー　N（cc）

DiBt・揚子江より南満，ソベリヤ，朝鮮

カモチン（霞ケ浦・北浦），ライギョ（県下一円），ライヒ（北浦新宮），ランギョ（水戸市平須

・友部・岩間・須和・東海）

この魚に2種冬日ヒ方系と台湾原産の南方系である。本県のものは北方系である。南方系は台湾で

はライヒ－，満州国当時に邦人はこれをライと言った。ライギョ，ライヒ，ランギョはこれからでて

いる。愛知，滋賀，福岡，熊本でもライギョと言う。標準和名のカムルチーは朝鮮名である。朝鮮に

はカムルチーはヘビとナマズの合の子であるという説話がある。

99　マグロ　NS（＋）

Dist・世界の温熱帯に広く分布，北は千島，日本海に分布

B．し．　5m

ガンノ〈（会瀬・川尻），クロマグロ（大津），シビ（大津），チュウブ（郵珂湊），チュウポ（大

洗），デンブク（大洗・那珂湊），ヒラメジ（会瀬），メソ（那珂湊・川尻・大津）

ガンバは体重800～1，800タ　の小さいマグロを言う。その意味不明。クロマグロは大型のマグロ

を言い，背が青黒色をので，かく言う。シビは古い魚名で，古事記にある。その意味不明であるが，

その名は北は青森より南は九州の各地に残っている。青森県八戸・鱒沢，岩手原山軋宮城県気仙沼，

秋田県金浦，福島県小名浜，神奈川県真鶴・横浜，新潟県出雲崎，富山県魚津，石侶県七尾，静岡県

内浦，愛知県名古屋市場，三重県浜尾・尾鷲，京都府，兵庫県由良・播摩室津，和歌山県，：岡山県乙

浦・金浦，山口県江崎・仁崎・由宇，徳島県三岐田リJ、松島，高知県，熊本県富岡・牛深，福岡県を

どである。チュウブとチュウがは中くらいの大きさのマグロの意で，体重20～50晦のマグロであ

る。那可湊ではメソより大きなマクロを言う。

本県の稲敷郡では花のつぼみをデンポと言う。デ／プクとは未成魚を意味する。
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デンブクは体重4～8極の若マグロで，テンポカ→デン∵ブカ→デノブクと変化し，語尾のカは魚を意

味する。三重県ではdmぐらいのポラをアンプク，青森県では50cm以下のブリをデ／ブ，岩手県で

はブリの子をテンブと言う。メジはマグロの小さいものを言う。メは小‾きいことを意味する。青森県

八戸・深浦，岩手県，宮城県気仙軌福島県小名浜，新潟県，富山県新湊，石ル県七尾・金石，静岡

県でも言う。また静岡県では2～4K炉のマクロをメソカと言う。江戸時代70m以下のマグロをメソ

カと称した。メソカは小さな魚の意味で，那珂湊ではデノブクエわも大きいマクロを言う。標準和名

のマクロはその背部が青黒色なので名付けられたもので，東京都，高知県，和歌山県，富山県で言う。

またマグロ類の総称にも用いられる。マクb延縄漁船によ少多く漁獲される。

100　ビンナガ　S（e（・）

Dist・世界の温熱帯に広く分布。東北地方以南に多い。

1且　T▲　1m

ビンチョウ（大洗・那珂湊），ビンナガ（那珂湊）

岩手県，宮城県気イ山沼，福島県小名浜，千葉県夷隅地方・銚子・木更津り」、湊・安房，神奈川県真

鶴，徳島県牟岐，宮崎県油津・宮崎・折生迫・門川，鹿児島串木野でもピンチョウと言う。長崎県，

宮崎県門川，鹿児島県阿久根ではビンナガと言う。福岡県ではヒレナガと言う。このマグロは他のマ

クロに比べ胸びれが長いので，ヒレナガまた転音してビンナガと言われ，ビンチョウとも言われる。

マグロ延縄漁船によカ多く漁獲される。

101メバチ　S（＋）

〔102

Dist・世界の温熱帯に広く分布。北緯5♂あたりが分布の北限，日本海に分布しているか不明。

R L．　2m

チュウポ（那珂湊），バチ（那珂湊），メポ（那珂湊）

チュウポは中くらいの大きさ体重12～1d晦程度のノバチを言う。バチは体重20Kダ以上のもの

を言う。岩手県，宮城県，福島県小名浜，千葉県，神奈川県真鶴・横浜，福岡県下田，愛知県名古見

徳島県牟岐，高知県でも言う。メがはメバチのチがの意で，メバチの小さいもの体重4～8晦のもの

を言う。標準和名のメパテは眼が大きい意で，東京都，東北地方，東海地方，高知県でも言う。マク

ロ延縄漁船により漁獲される。

ハガツオ（キツネガツオ）　S（r）

DiSt・大西洋，印度洋および太平洋の温帯，本邦では茨城県以南，特に九州に多い。

B．L．　1m

キツネ（大津），シマガツオ（大洗・久慈浜），ノ、ガツ（大洗・久慈浜），／、ガツオ（大津）

扉の形，口先のとがっているところキツネに似るのでキツネと言う。神奈川県真鶴，静岡県，愛知

県名古屋魚市場，三重県，大阪府，島根県浦郷，リー旧県江崎・剛Il・仙崎，徳島県牟岐・輌奥，高

知県でも言う。シマガツはらん青色の背部に約8条のあさらかな黒色の縦じまがあるので名付けられ

たものである。岩手県山田，鳥取県浦雷・泊でも言う。ハガツはハガツオの略。この魚は形カツオに
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似て口蓋骨にやや強い1列の歯があるので，かく言う。標準和名のハガツオは三重県，高知県，岩手

県でも言う。ナダガツオの一本的，曳釣で漁獲される。

105　スマ（ヤイト）　S（＋）

Dist・茨城県以南，台湾，ハワイおよび西南太平洋に分布し，日本海ではきわめてまれ。

B．L l m

ワクナべ（大津），チポ（平競・那珂湊）

ワクナベは人名である。ワタナべは渡辺であれ胸傍の下，付根付近に5個の′J＼黒速紋があれ　こ

の斑紋が渡辺家の紋と同じであるためにつけられた名である。ヤイトは静軌三重県．兵庫県，大阪

府，山口県江崎・仙崎，徳島県鳴戸，高知県，宮崎県油津・宮崎・折生迫でも言う。ヤイトは灸のあ

とのことで，この魚は胸部に1～7個の円い小黒点があるので，この名がある。標準和名のスマは東

京都，高知県，宇和島で言い，その意味不明。ナダガツオの一本的，曳釣で漁獲される。

104　カツオ　S（ec）

DiSt・全世界の温熱帯に広く分布。本邦では北海道以南，日本海に少ない。

B．L．　1m

オサムライ（那珂湊），カツ（郵珂湊・大津），カツウ（那珂湊・水戸），カツオ（那珂湊・県下一円）

カツオは的少えのイワシを，釣手の隙を見て，すばやくとって逃げさる様子がオサムライに通ずる

ところがあるので，オサムライと言う。カツ，カツウほカツオエカ転音せるもので，岩手県，宮城県

気仙沼，福島県小名浜，千葉県夷隅地方，愛知県でもカツと言い，千葉県小湊・銚子・安房・木更津，

沖縄でもカツウと言う。標準和名のカツオは古い名で万葉集にでている。カツオはカメウオ（堅魚）

の意で，堅いカツオブシを昔から保存食として利用したので，この名がある。この名は全国的に通用

する。カツオ一本的漁船で多く漁獲され沿岸の小型船は→本釣と曳釣で漁獲する。

105　サワラー　NS（C）

Di8t・北海道南部以南，朝鮮，北中国，オーストラリヤ

B．し．1m

サワラ（大洗・那珂湊t久慈浜・会瀬）

サワラは全国的の名で，沖縄でも言う。その意味不明。

108　ヒラノウダ　NS（＋）

Dist・北海道以南～アイリブビン，ハワイ，北米西海岸，地中海，大西洋

B．し．　40cm

ノウダ（那珂湊），ノウダンボ（那珂湊），ロウソク（大洗）

ノウダは千葉県夷隅地方t銚子t木更津・小湊・安房，，愛知県，神奈川膜でも言う。その意味不

明。ノウダンボはヒラノウダの小型のもの。青森県八戸でも言う。ロウソクはヒラソタダの小型のも

ので，体の形が細長いので，この名がある。神奈川県小田原・真鶴，富山県魚津，徳島県牟岐・小松

島で言う。標準和名のヒラノウタは東京都，千葉県の名で，体がやや平たい。次のマルノウ〆と共に

－118－



浅野長雄・藤本　武：茨城県産魚煩の方言について（第2報）

一本釣と曳釣で漁獲される。

1D7　マルノウダ　NS（＋）

DiSt・北海道以南，フイリッビン，Dutch Ea8tIndies

B．L　　55C冗

ノウダ（那珂湊），ソクダンボ（那珂湊），チポ（久慈浜・平蔵・那珂湊），ロウノク（大洗）

ソウダ・ノウダンボと言いヒラノウダと区別してなhoチポはマルソウダの小型のもの，チポとは

子供または赤子の意である。千葉県安房，神奈川県，福島県小名浜でも言う。ロウノクと言いヒラノ

ウダと区別しない。島根県西執高知県，宮崎県油津でも言う。標準和名のマルソウタは東京都，神

奈川県の名で，ヒラノウダよカヤや小さく，体がまるく稚い。

108　コトマサバ　S（＋）

Di8t・茨城県以南に多く，北海道に少ない。朝鮮，中国，台湾

B．L　　42m

アオ（久慈浜），アオモノ（久慈浜・那珂湊），コセサ′く（久慈），サバ（郡珂湊・大津・県下一円）

背部が青色なので・7オ・アオモノと言う0体の腹側に小黒点が散在しているのでゴマサバと言う。

この名は和歌山県の方言である○これを標準和名に採用したのである。サバは和歌山県，沖縄で言わ

れ，サバのもつ細かい歯を意味する。

189　マサノく　NS（ce）

DiBt・カラフト以南～台湾，7イリッビン

B．L　　50cm

7オ（久慈浜），フォモノ（久慈浜・那珂湊），サバ（那珂湊・大津・県下一円），ヒラサバ＝目

尻），ホンサバ（久慈浜），どこ′サバ（会瀬）

アオ・アオモノ・サバと言い・前種と区別しないoヒラサバは体が側扁し，左右に平らたいので，

かく言う0静岡県下田，愛媛県南宇和，高知県，鹿児島県枕崎でも言う。ホンサバはゴマサバと区別

した名で，山口県江崎・阿川・油田・由宇，長崎県，大阪府，関東でも言う。ビンサバはマサノミの小

さいものを言うのではあるせいか。標準和名のマサバはゴマサバと区別するために魚学者によって付

怖れた名である。イワシまき綱と「はいから的」によお多く漁獲され定置網でも多い。

110、マカジキ　S（ec）

DiBt・北海道以南，台湾，南洋，ノ、ワィ，カリフオルニヤ

R L．　5m

オカジキ（大洗・郵珂湊），ナイランポ（磯崎），ホクカジキ（大洗），ホンカジキ（大洗）

オカジキはメカジキに対して言われたもので，メカジキよカも味も価もすぐれたものであることを

意味する0福島掛」＼名浜・山梨県甲府でも言う0ナイランがはも少で突くとき手元がぶるぶる地震の

ように震えるので・この地震を起す魚めという意味で名付けられたのではあるまいか。千葉県でも言

う0同系統の方言は和歌山県，高知県のナイラギ，ナェラギ，高知県のナイラグ，大阪府堺のノウラ
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ギ，和歌山県，三重県のノオラギがある。ホ／カジキは他のカジキ類と区別するためで，カジキ類中

泉も味の良いことを意味する。標準和名のマカジキは神奈Jl惧三崎の方言である。次のメカジキと共

にマクロ延縄漁業により漁獲される。

111　メカクキ　S（ce）

Dist．全世界の温熱帯に広く分布

B．し．　5．6m

メカ（大洗），ラクダ（大洗）

メカはメカジキの略。メカと称するところは，青森県八戸，岩手県，宮城県渡波・気イL帽，千葉県

夷隅地方りJ＼湊・安房・銚子・木更津，愛知県名古屋市場，宮崎県油津・門川，鹿児島県串木野であ

る。昧はややマカジキより劣る。カジキはカジキトオシの略。堅くて鋭い長い上あごで舟のカジの

板を貫ぬくということを意味する。ラクダは大きくても役に立たないことを意味する。これは味がマ

カジキよ　り劣るので，付けられた名である。神奈川県，千葉県でも言う。標準和名のメカジキはオ

カジキに対する名で，東京都で言う。

112　7ブラソコムツ　NS（rr）

Di8t．洋海魚，太平洋，大西洋，Ahdeira，南771）カ，ハワイ，ニュー・ソース・ウェイル

ス，Lord HoweI8．，カリフォルニヤ，ペルー，キューノく，日本（福島，茨城，千葉，

三重，高知）

B．し，　1m

アブラムツ（久慈浜），7ブラ（那珂湊），アブラメ（那珂湊）

あぶらが強く，食べると下痢することがよくある。脂肪が多いので7ブラ，アブラメと言い，多少

形がムツに似たところもあるので，7プラムツと言う。標準和名の7ブラソコムツは脂肪の多い形が

多少ムツに似たところのある底魚の意味である。マグロ延縄にかかり，1尾15～40時ある。次の

／くラムツと共にマクロ延縄漁業の副産物として漁獲されている。

115　ノくラムツ　S（r）

Di8t．南アフリカNatal，茨城県，銚子沖，駿河湾戸田，三重県尾鷲沖，土佐沖，メキシコ湾

Itl＿　　さrll

7ブラ（那珂湊），アブラメ（那珂湊）

脂肪分が多いので7ブラ，アブラメと言う。これも食べると下痢を起しやすい。標準和名のバラム

ツは体表面全体にパラの稗のように輔があるためであろう。

114　クログチカマス　S（rr）

DiSt．太平洋，大西洋およびインド洋の暖海の深部に広く分布する

B．し．　1．2m

ガランチョ（那珂湊）

歯が鋭く，手をふれると手が切れる。頭を持って振ると歯と頭だけが残り，身はとれてしまうので
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ガラ／チョと言う。前種と共にマグロ延縄漁業によって漁獲される。

115　クチウオ　S（＋）

DiSL茨城県以南，ことに瀬戸内払朝鮮に多い。中軋台湾，アイリッピン，東インド諸島，

オーストラリヤ，インド，紅海，アフリカ東海岸，大西洋の暖海区域。

R．し．　1．5m

ギンダチ（那珂湊），クチノイ（大洗）

ギンダチは銀大刀のような魚の意，鳥取県泊でも言う。島根県恵曇ではギンクチと言う。クチノイ

は大刀の魚の意で，沖縄ではクチヌイユと言う。標準和名のタチウオは関西，九州の名である。シラ

ス曳網で漁獲される。

118　シイラ　S（r）

Di8t・茨城県以南，支那海，台湾，南洋諸島，東インド諸島，ハワイ，カリフォルニヤ，地中海，

大西洋

B．L　1．8m

｝　　　117

Jl

カキハ／く（久慈），カジ7バ（大津），カジハバ（那珂湊・川尻・大洗・久慈），カジャバ（大洗），

シイラ（那珂湊・川尻・大津），シイラア（川尻・大津），シイラギ（那珂湊），マンビキ（大洗・

那珂湊・久慈），ヒイラ（平磯・那珂湊）

カキノ、バは5K鈍LEのもの，カジアノくは大型のもの。カジハパは川尻では5時以上のもの，カジヤ

ノミは大型のもの，カキハバ，カジ7パ，カジハノく，カジャバ等は船の舵のように平たいためではなか

ろうか。シイラは標準和名。シイラは体が平らをためにつけられた名では浸かろうか。

徳川時代よりの名で，全国的に通用する。シイラ了は大津では小型のもの，川尻では大小全般に言う。

シイラギは大型のもの，意味不明。マンビキは万匹水面近くを群泳することを意味する。岩手県，宮

城県気仙沼・女川・渡波，福島県小名浜，千葉県勝浦，愛知県名古屋市場，和歌山県田辺・湯浅，愛

媛県，福岡県，長崎県，熊本県牛深・熊本，大分県蒲江，宮崎県宮崎・折生迫・油津，鹿児島県種子

島東長島・串木野でも言う。一本釣で漁獲される。

シマガツオ　S（r）

DiSt・太平洋，大西洋．インド洋，地中海，本邦では太平洋岸茨城県以南に多い。

B．L　　4　0cm

エチオビヤ（那珂湊），クロモツ（那珂湊），ツケダイ（波崎）

サンマ棚が使われモころ・水深5尋ぐらいのところで・シマガツオが2～5尾かかることがあっ

たという。当時はこれをクロモツと呼んだ。体色が黒いためである。ツケのときマグロ延縄でよく漁

獲されるので，シケタイと言う。昭和8～9年のころ，黒田正子がェチオビアの王族にお嫁に行くと

のニ1－スがあってから，この魚をエチオピアと呼ぶようになった。昭和10年頃にエチオピアとイ
エナJL●了と

クリ‾が戦争した当時・我が国贈しかった頃に急に獲れ始め・東京市場や小売店に現われェチオピ

アなる言葉が流行し，色の黒い人をエチオピア又は略してビ7－と呼ぶことが流行した。

エチオビヤなる名は東京市場より本県へ入ってきたもので，神奈川県大磯・三崎，東京市場でも言

う。標準和名のシマカツオは余り通用しない。
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118　ムロアジ　S（r）

Di8t．茨城県以南，支那海に多い

B．し．　4　Dc帆

ムロ丁ジ（久慈浜・川尻）

標準和名のムロアジは兵庫県，愛媛県で昔言われ，一般に通用する。側線の直走部に堅い頼状のう

ろこがあるため，ムロアジと言う。ムロは稗を意味する。　　ヽ

119　マアジ　NS（ec）

DiSt・本邦各地の沿岸，朝鮮の東北部以南

B．し．　5Dc花

アジ（県下一円），マアジ（久慈浜）

一般的にアジと言う。その意味不明。標準和名のマアジは和歌山県，高知県で他のアジ類と区別し

て呼ぶ名である。イワシまき網で漁獲される。

120　カイワリ　S（＋）

DiSt・金華山および能登半島から南に多く，沖縄，／くクビヤに分布

R．L　　4　□C机

マルアジ（大洗）

マアジに比べ体高高く，側面より見ると，丸く見えるので，この名がある。標準和名のカイワリは

東京の名，その意味不明。

121　ヒラマサ　S（r）

DiSt・本邦暖海に分布するが，太平洋では金華山以北，日本海沿岸では津軽海峡以北には少ない。

黄海に多い。

R L l m

シラマサ（平磯）

シラマサはヒラマサのこと。ヒラマサは東京都，高知県で言う。一そ仁意味不明√一本釣で漁獲される。

122　7’リ　NS（cc）

Dist・北海道～台湾，朝鮮東岸

B．し．　1m

イナダ（県下一円），サン㌧ペク（大洗・那珂湊・久慈浜・大津），ションベンブリ（県下一円），

タンゴブリ（那珂湊・久慈浜），ブリ（久慈浜），ワラサ（久慈浜），ワカシ（平磯・久慈浜），ワ

カナ（大洗・那珂湊・久慈浜）

ブリの成長段階名を久慈では次のように呼んでいる。

ワ　　カ　ナ

イ　　ナ　ダ

サ　ン．べク

200－250時

1，1～1．5Kタ

1．9－2・占K9
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ブ　　リ　　　　　5．8～4．9晦

タン／ゴプリ　　　　　　ス5～11．5上しダ

会瀬では次のように呼び取引きされている。

ワ　カ　ナ　　　　　　400g以下

イ　ナ　ダ　　　　1晦以下

大イ　ナダ　　　　1～1．5時

ワ　ラ　サ　　　　　1．5～5KF

小　ブ　リ　　　　　　5－4時

中　ブ　リ　　　　　4・〉8時

大　プ　リ　　　　　8晦以上

大洗では次のように呼び取引きされている。

ワ　カ　ナ　　　　　　50Dタ以下

イ　ナ　ダ　　　　　500タ～1．2時

ワ　ラ　サ　　　　　1，2－5K夢

ブ　　　リ　　　　　　占～10晦

ワカナは若魚の意で，宮城県兵庫県，和歌山県，島根県，山口県，高知県などでブリの幼魚を言

う0イナダはワカナエ少大きなブリの幼魚を言う。イナは紗，もみの意で，小なるものを意味する。

タは意味不明。静岡県，岩手県，宮城県，秋釦県，神奈川県，新潟県，福井県三重県，京都府，和

歌山県でも言う。サン㌧ペクはブリの小形のものを言う。サンノては小形の船を意味し，クはカよカ転じ

たもので魚を意味する。ションベンプリは酷の悪い夏のブリを言う。タンゴプリはブリの大型のもの

を言う。その意味不呪標準和名のブリは高知県，東海地九東北地方，新潟県，東京都，富山県で

も言い，‾般的に通用する。その意味不軌ワラサはイナダよカも大きいブリを言う。その意味不明。

東京都，東海地方，三重県浜島，伊豆内浦，伊勢湾などでも言う。ワカシはブリの幼魚で，福島県，

東京都，千葉県，神奈川県でも言う。芸子の意である。ワカナは岩魚の意で，宮城県，兵庫県，和歌

山県，島根県，山口県，高知県でもブリの幼魚を言う。関西では本県のワカシ及びワカナの大きさの

ものをモジャコと呼び，イナダの大きさのものをハマチと呼んでいる。近年，魚介類の蓄養殖が盛ん

とな少，モジャコを種苗としてノ、マチの大きさに養殖し出荷している。東京市場では静岡以西から入

荷する養殖ものをハマチと呼んでいる。

イナダとノ、マチの方言の分布をみると図のとおり，イナダは太平洋側では青森県から和歌山県，徳

島県まで分布し，日本海側では青森県から京都府まで分布がみられている。ハマチは太平洋側では三

重県錦から宮崎県まで分布し，日本海側では兵庫県から九州の福岡県まで分布するほか，河戸内海全

域に分布している。

三重県鏑から和歌山県と徳島県ではイナダとハマチの混称（大きさにより区別がみられる。）がみ

られ，日本海側では兵庫県から福岡県を飛び越して，佐賀県にイナダの分布がみられることが特記さ
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れる，或は徳川時代に和歌山県からの漁民の移住によってみられるものか詳らかではない。

前種と共にイナダ刺網，一本的，曳釣，まき綱，定置網等にエ少漁獲される。

125　カンパチ　S（＋）

Di昌t．東北地方～台湾

B．L．　1m

カンパチ（大津），シ′ヨウゴ（大津）

カン㌧べチは東京で言われ，その意味不明。ショウゴは潮子の意で，神奈川県でも言う。富山県生地

・新湊ではツオノコと言う。

124　クロアジモドキ　S（rr）

Dist．本邦では極めてまれ，分布も明らかでない。茨城県～台湾，南支那海，東インド諸島，ノ、

ワィ，クイーンスラ／ド

B．し．　80（m

ヒラアジ（久慈浜）

夏，久慈浜では小船で漁獲されることがある。体が左右に平らたいので，ヒラアジと言う。標準和

名のクロアジモドキは田中博士の命名による。

125　メダイ　S（＋）
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DiSL茨城県，本州中部の太平洋側の深海に多い

B．し．　1m

メタイ（川尻・大津），メテ（大津），モクズキ（大津）

眼が大きいのでノダイと言う0メテはメダイの略0モクズキは次のイボダイと同じである。一本釣

により漁獲される。

128　イボダイ　S（＋）

DiSt・松島以南，朝鮮南恥九州，東支部海

アグナシ（平磯・大津・平潟）・エポダイ（水戸），オポッチョ（大野），ポクズキ（大洗），モ

クズキ（久慈浜）

多少下勤王上顎に此～」＼さいので，7ゴナシと言う0エポタイはイボダイに同じ，東京都で言う。

側線の起部に円い黒褐色斑がイポのようなので，エポダイまたはイボダイという。イボダイは標準和

名で東京弧富山県氷見でも言う0オポッチョはぽんやカしているような魚の意で，頭部の形からく

る感じが・その上うなので・かく言う○ポクズキは木付き，モクズキは藻付きで，いずれも流木や流

藻についているとの魚の習性をあらわしている。

127　チョセンブナ　S（r）

Di8t・原産地中国か上び朝鮮，移殖され本邦各地に繁殖

】臥し　　6仇

トウギョ（土浦・木原■北浦）

昭和5年どろり土浦付近に見られるように在れ一時はたくさん繁殖したが，その後少なく在れ

最近多少見られるようになっ転本種の雄は闘争する習性があるので，この名がある。標準和名のチ

ョウセンブナは東京方言である0本種は東京都深川方面が大洪水のときに，岩崎家別荘に飼われたも

のが流出して・付近の小川や小満で子供の手綱にもかかるようになった。東京都ではチョウセンキン

ギョ・クイワンギンギヲ・ジシソブナとも言った。

、、128　ハタンポ　S（r）

Di8七．茨城以南に多い

B．L　15C花

イシコチ（水戸）

イシ∵コチの意味不明○標準和名の／、クンポは和歌山県周参見のアタンポよ少転化したものであろう。

その意味不明。

129　ヒメゾ　NS（C）

Dist・本邦各地沿岸，沖縄，台湾，中臥　インド支那

B．し．　2　D（瀧

ウミゴイ（川尻）
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ロに一対の黄色のひげがあり，形も多少コイに似ているので，ウミゴイと言う。熊本県富岡でも言

う。標準和名のヒメジは三崎，神奈川県藤沢で言われ，その意味は7カタが赤色の魚というように，

姫じは小さく愛らしい魚の意味である。

150　7カアマダイ　S（r）

DiBと．茨城県以南～台湾

B．L　　45〔軋

アマダイ（那珂湊・久慈浜）

肉が甘味があってうまいので，アマダイと言う。標準和名で，関東，東海，近畿，四国の名である。

151ノ、クノ、ク　N（r）

DiSt．アラスカ，カムチャノカ，千島，カラフト，北海道，東北沿岸，山陰地方

且∴L　　2　占cm

ハク（大洗）

ハクはハタハタの略。標準和名のハタハタは秋田，山形，新潟，富山県で言われ，冬のはじめころ

富が鳴るとき大漁があると言われる。首をハクメガミと言い，それと関係があるのでハクノ、クと言う。

徳川時代に佐竹が水戸から秋田へ国替えになったとき常陸の海にすんでいたハタハタが秋田へ行って

しまい，常陸の海には殆んど生息しなくなったという説話がある。

152　イシダイ　NS（＋）

Dist．北海道以南本邦各地沿岸

B．し　　ろD【Ⅶ

シマダイ（県下一円）

幼魚は体側に7条の黒褐色の横帯があわ，成長したものでも不明瞭ながら，この構帝が見られるの

でシマタイと言う。青森県，岩手県，福島県，愛知県，新潟県，石川県，富山県，福捧県，広島県，

福岡県，北海道，関西でもシマタイと言う。標準和名のイシダイは東京三崎の名で，その意味不明。

155　イシガキダイ　S（r）

Di8七・茨城県以南，朝鮮，支部海

B．し．　4　0cm

イシダイ（大洗），コモンダイ（大津）

体にやや大きい石塊状の褐色不正形の斑紋が密布しているので，イシダイと言う。また体側の斑紋

よりコモンタイと言う。和歌山県白崎，兵庫県明石でも言う。標準和名のイシカキダイは三崎でも言

い，体側の斑紋の状態より名づけられた名である。

154　チビキ　S（rr）

Dist．茨城県以南の太平洋の深海，朝鮮南部，ハワイ，アラビヤ

R．し．　4　0cm

7カムツ（水戸）

赤色で体形多少ムツに似たところもあるので，7カムツと言う。標準和名のチビキは兵庫県由良・

福良・佐野・湊，・愛媛県で言う。側線に沿って赤色の線があるのでチビキと言う。
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155　チカメキントキ　S（＋）

Di8t・茨城県以南各地・支部海，フイリッビン，／、ワィ，New South WaleS，クインスラ

ンドIセィ。ニ／，ボルネオ，Mauritil川，アラビヤ

B．L．　50cm

カグキヨ（大洗・久慈）

カグキヨは黄浦で・平家物語や源平盛衰記にでてくる鰯弓肥大，剛勇無双の平家の荒武者悪七兵衛

景清で・源平時代の華々しいよろh武者を・この魚の形軌色彩から感ぜられるので，この名がある。

福島県神奈川県・和歌山県でも言う0標準和名のチカメキントキは田中博士が命名されたもの。こ

の魚はひれの碑が強く・眼は大きく開き・近眼のようで，体形丸く，体色赤く，いかにも強そうな感

じのする魚で・チカメキントキまことに適切である。底曳網で漁獲される。

15占　アカムツ　S（r）

DiSt・暖海性，茨城県以南のやや深海，北海道以南，朝鮮南部
且．L　　50と間

7カムツ（久慈浜），ノドグロ（久慈浜）

多少感じがムツに似ておれ体色赤色なのでアカムツと言う0東京，富山県魚津でも言う。口内の

皮膜が黒いのでノドグロと言い・太平洋よおも日本海の沖で多く漁獲される。新潟県，福井県，兵庫

県，鳥取県，島根県，福岡県でも言う。

157■スズキ　NS（ec）

DiSt・北海道以南，本邦各地朝鮮，台湾，支部海

スズキ（県下一円）・セイゴ（県下一円），セノバ（那珂湊），とがノコ（霞ケ浦），フツコ（川

尻・平潟），マメッノて（那珂湊），デキ（北浦）

スズキは体重700g（20ロ匁）以上スズキはスズカの音読一変化で，スズは靖（ハシ）の意で，キ

は魚で・この魚は潮の動きによって，海に突き出た突端とか，防波堤の先端部の潮流の変化のある水

域に集まるので・海岸の突蹄部によく遊泳する魚の意でスズキと名付けられたものである。セイゴは

スズキの約40叩（100匁）以下のものを言う〇七一クは南国国頭で小刀，七一ゴは宮崎県椎葉で小

刀を意味する0この魚の背鰭稗が兢hので，この名がある0岩手県，宮城県，千葉県，神馴原，静

岡県，愛知県・三重県・和歌山県・徳島県，高知県・宮崎県・福岡県，長崎県，LU口県，広島県，岡

山県・島根県・鳥取県・福ヰ県・石川県・秋田県でも，かく言う。セッバはスズキの約400－70叩

（100～200匁）ぐらいのものを言う0その意味不明0ヒカリコは光り子で，この魚の榊、姓銀白

色で光るので，かく言う〇フツコは東京方言で，セノバのことで，体重約400～700g（10D～200

匁）ぐらいである0その意味不明0この名は東京の釣師り入ってきたものである。マメソノて炬J＼魚

を意味し，セイゴより小さh〇霞ケ浦ではセイゴをデキと言う。東京都でも言う。

大洗ではスズキの大きさにより次のように呼び，取引きされている。

セ　イ　コ　　　　　　dOログ以下
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小　　　ス　　　　　800－980グ

中ス　ズキ　　　　　9DDグー1．2時

大ス（スメ津）　　　1．2晦以上

又，会瀬では次のように呼んで取引きされている。

セ　イ　ゴ　　　　　　80ログ以下

フ　ッ　コ　　　　　　800ダ～1．5極

ス　ズ　キ　　　　　1■5時

沿海では一本釣と定置網で漁獲される。

158　イシナギ　NS（r）

DiS七・本州中部および北部に多く，北海道に多産，釜山

B．し．　2m

オオウオ（大津）・イシナギ（大洗・会瀬），スネヤ（県下一円），ニベ（那珂湊・久慈・大津），ダ

スネアイ（水戸），スミヤキ（大洗）

オオウオは大魚で，体長2mにもなる0富山県山形県飛鳥でオオイオと言う。イシナギはこの魚

の大型なものをさもその意味不明0福島県小名浜，関東で言う。南島喜界島では海底の瀬のことを

スネイという。イシナギは普通水深500～450m（200～500尋）の岩礁部に生息しているので，

スネヤという○福島県小名浜でもいう。久慈では7時以上のイシナギをエペと言う。その意味不明。

スネアイは海底の瀬にすむ魚の亀イシナギの幼魚を言う。スミヤキは炭焼の意，幼魚は体色が黒い

のでかく言う0福島県小名浜でも言う0イシナギの肝臓を食べると全身は皮膚がむけ，食／、遇ざると

中毒する0イシナギの肝臓は医薬品の原料となる0－「本釣と定置網で漁獲される。

159　マノ、メ　S（C）

Dist・大西洋・インド洋および西太平洋の熱帯に分布し，北は本州中部に至る。

B．L．　9　0C硯

ハクノ、ク（久慈浜）

ハクは鰭の古語である0ハタハタの意は不明0福島県小名浜，愛知県名古屋市場でも言う。標準和

名のマハクは東京都，神奈川県三崎の名で，ノ、ク類中美味なることをあらわす。

148　7ラ　NS（＋）

Dist・北海道よカフイリッヒ∵／まで

B．L l m

7ラ（久慈浜）

標準和名の7ラは東京都・名言臥所洛県・三陸，新発印，富山県で言われる。その意床不明。

141ニベ　S（C）

DiSt・松島湾および富山湾以軌長崎

B．し．　占　D00
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イシモチ（県下一円），プチコ（大洗・那珂湊）

頭部に耳石を持っているために・イシモチと言い・紀州新宮・二木島，福島県小名浜でも言われる。

グチコはニベの幼魚をさす。

142　イシ㌧モチ（クチ・シログチ）　S（cc）

DiSt・松島湾～朝鮮，支那海，東インド諸島，インド洋

イシナギ（久慈浜）・イシモチ（那珂湊），グチコ（大洗），ハタカイシモチ（大洗），モチ（久

慈浜）

イシナギの意味不明0頭部に耳石をもつのでインモチと言う。三重県鳥羽，東京都，新潟県，神奈

川県鎌倉，富山県で言う。この魚は釣りあげられると時にターターと鳴くことがあるので，この魚の

幼魚をグチコと言う0ニベより体が銀白色で誼枚がないので，／、ダカイシモチと言う。モチはイシモ

チの略。和歌山県相浦ではモテクオと言う。刺網で漁獲される。

145　キス　NS（C）

Dist・北海道以南，本邦各地，朝晩台湾，中乱　フイリッピン，東インド諸島，7ラビヤ

R．L　　40cm

キス（久慈浜）

キスは東京都，浜名湖，和歌山県，淡路福良，富山県でも言う。意味不明。

144　メジナ

DiBt．本州北部～台湾，東支那海

B．L　　50cm

7ゴナシ（郵珂湊），メジナ（久慈浜），モクズキ（大洗）

上顎に比べ下顎が小さいので，アゴナシと言う0標準和名のメジナは東京，神奈川県で言い，その

意味不明。メジナの幼魚は流藻に付いて遊泳し，また成魚も海藻の繁茂するところに生息するので，

モクズキと言う。

145　チタイ　NS（cc）

Dj8t．北海道以南～フイリッピソ

且　上．　4　Oc乱

オオハナ（大洗），カスゴ（川尻），コダイ（久慈浜），メイ（大洗・久慈浜・平潟），チダイ（

川尻）・デコ（大洗），ノ、ナタイ（大洗・平淡），／、ナテ（大津），／、ナコダイ（久慈浜），ベン（

川尻・久慈浜），マテ（川尻），チュウノ、ナ（大洗），コノ、ナ（大洗），ベンカスゴ（川尻）

大洗魚市場で手釣タイを50g以下をカスゴ，50～100タをハナコ，200～500クをノ、テ

ナ，488タ以上を大ハナダイと呼び取引きされている。

メ∵オハナは大鼻ダイの意で約400タ（100匁）以上の大きなチタイを意味する。鼻ダイとは前額

部が他のタイより多少突出し・ことに老成魚では薯Lhので，かく言う。デコもその意味である。福
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島県小名浜，神奈川県浦賀，千葉県，山口県でもノ、ナダイと言う。カスゴはチダイの小形のもので，

大洗では約58g（15匁）以下，川尻では約110グ（50勿）以下，体長15仇以下のものを言

う。小形で値が安いので，かく言う。標準和名のチダイは血ダイの意で，体色の赤床が鮮やかなので

かく言う。千葉県高ノ島，大阪軌　兵庫県網干，高知県安芸，和歌山県各地でも言う。ベン，ベンカ

スゴは若魚を言い，紅ダイの意で，体色が鮮やかな赤色であることを意味する。千葉県南部でもベニ

カスゴと言う。マテは川尻では約400ク～1，500ク（100～550匁）くらいのものを言う。その意

味不明。コダイは久慈浜ではチダイの約225～2占0ク（40－70匁）のものを指す。タイ一本

的により漁獲される。

14占　へタイ　NS（＋1

Dist．分布甚だ広く，本州中部以南～台湾，中国，アイリッピン，乗印度諸島一紅海，南アフリ

カ，オーストラリヤの東西両沿岸～ニューカレドニヤ

R．し．　40cm

キタイ（瀾沼川），シラックイ（大洗）

クロダイに比べ体色にも幾分美味があれ胸びれ，腹びれ，しわぴれをどが黄味が強いので，キダ

イと言う。シ′ラックイは白タイの意で，体色がクログイより白色光沢が強いのでかく言う。静岡県の

静浦でも云う。榛準和名のへダイは東京，大阪，和歌山，山口，長崎の名で，その意味不明。

147　クロダイ　S（C）

Dist．北海道南部～琉球，台湾，支那海

R L．　45cm

カイズ（県下一円），カユズ（那珂湊），クロダイ（久慈浜），テンチン（那珂湊）

クログイの約40ログ（100匁）以下をカイズと言う。東京都，神奈川県，静岡県，和歌山県，

大阪府で言い，大阪湾の且津付近に多いので名付けられたと言う。標準和名のクロタイは黒ダイの意

で，体色よりきた名で，東京都，名古屋，和歌山県，新潟県，鹿児島県，富山県でも言う。チンチン

は那珂湊では体長9mぐらレ日か小形のものを言う。関西ではクログイをチヌと言う。チヌは大阪湾の

吉名ちめの海に多いので名付けたと言われる。チンチンのチソは恐らくチヌの意であろう。東京より

入って来た名である。

148　マダイ　NS（cc）

DisL北海道以南～台湾，支那海，ノ、ワイ

B．し．1．2m

オオダイ（大洗），7カタイ（大野），クイ（大洗・久慈垂・川尻），チュウダイ（大洗），トク

タイタイ（大洗），マダイ（大洗）

大洗魚市場ではマダイの大きさを，小マダイはる［＝ト針以下，大マタイはる00タ～1・2時，中マ

ダイは1・2～2．5極，大ダイは2．5－5晦仁特ダイは5極以上郁子び取引きしている。又，会瀬では

880ダ以下をマコダィ，800グ～1．5極を大マダィ，1・5～5昭を中タイ，5晦以上を大ダイと
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呼び取引・さをしている。オオダイは東京魚市場，高知魚市場で言う。マダイは東京，長崎，富山県新

湊・富山で言う。タイ一本釣と定達観で漁獲される。

149　ハマダイ　S（r）

DiBt・本州中部以南の深海，ノ、ワィ，Seychelles，Reunior，Burbon，MauritiuS

および大西洋では西印度諸島

B．L l m

オナガダイ（波崎・水戸）

体が細長く，尾部を細長く見えるので，オナガダイと言う。標準和名のハマダイは一般の名で，そ

の意味は不明。機船底曳網で多獲される。

■　　150　キタイ　S（r）

DiSt・茨城媒以南，朝鮮南部，支那海，台湾
J

B．し．　40cm

レンコダイ（久慈浜）

レンコダイは大阪，和歌山県，堺，富山，高知で言う。その意味不明。標準和名のキタイは東京，

三崎，沼津，和歌山県湯浅で言う。体色が黄色を帯びているので，かく言う。

151イサキ（イサギ）　S（r）

DiBt．茨城県以南，琉球，台湾，支部海

B．L　　4　0cm

イサキ（久慈浜）

標準和名のイサキは東京の名。イサキは磯魚の意である。

152　シ／マイサキ　S（＋）

Di昌t・茨城県以南，台湾，支部海，フイリッピン，東ィ．ンド諸島

且し．　20C耽

ギュクギ1ウ（那珂湊），シマメクリ（那珂湊），モクギョ（波崎・大野），シマイサキ（那珂湊

・瀾沼），シマセイゴ（大野）

的りあげられるとギーギーと鳴くのでギュウギュウと言う。体側に黒い縦じまを5～る条あるので

シマメクリと言う。シマセイゴは体側に縞があわ，セイゴはスズキの稚魚に似ているためにシマセイ

ゴと言う。モクギョとは流れ藻に集る性質のある稚魚と成魚を全般的に言っている。援埜和名のシて

イサキは東京，三崎，神戸駒ケ林，和歌山県白崎で言う。

155　クラカケギス　S（r）

DiSt・茨城媒以南の本邦各地

B．L　　2　0cm

トラポウ（大洗・川尻）

虎の体の斑紋のようを斑紋が体側にあるので，トラポウと言う。標準和名のクラカケギスは田中博
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士の命名。体側の横じまが鞍をかけたようなので，かく名付けられたのであろう。底曳網で漁獲され

る。

154　ミシマオコゼ　S（＋）

Dist．茨城県以南の本邦各地，朝鮮南部

R L．　5　Dc限

ヤマノカミ（大津）

山の神はオコゼを好むと言われ，この魚をヤマノカミと言う。標準和名のミシマオコゼは東京，三

崎，広島県玖波，徳島県，淡路島で言う。淡路の沼島に多く産するので，ヌシマジョロクという。ミ

シマはヌシマより転化せるものである。オコゼについては206・オニオコゼを参照されたい。

155　ハメタテヌメリ（ノドクサリ）NS（C）

Dist・青森～琉球，釜山

R．し．　25（謂

コチ（大洗・那珂湊）

コチに似ているためネズヅポ類をすべてコチと言う。青森県，福島県，兵庫県淡路島でかく言う。

標準和名のノ、ククテヌメリは田中博士の命名。背びれが高く，体がなめらか左のでかく名付けたもの

であろう。前種と共に底曳綱で漁獲される。

158　イカナゴ’二NS（cc）

Dist・本邦各地沿岸に広く分布，南限不明。

B．L　　2　0cm

コウナゴ（県下一円），ズブドウシ（大洗・川尻・大津），ズブトウシ（大洗）

コウナゴはコウナギより転著したもので，小ウナギの形に多少似ているので，名付けられた。宮城

県，千葉県，東京都，愛知県，徳島県，秋阻県，富山県，福井県，岡山県で言う。これを漁獲すると

き網目にズブズブつきさきるのでズブドウシ，ズブトウシの名がある。イカナゴは頗準和名で関西，

天草佐伊津，淡路島福良で言う。イカは魚，ナも魚の嵐　イカナゴは魚の子の意である。この魚は他

の魚に比べ小形なので，かく言う。シラス曳網で多獲される。

157　ナべカ　S（r）

njSt・函館以南～長崎

B∴し．　10〔Ⅶ

カエルウオ（多賀町大久保）

潮溜りでピョンピョンはねて逃げるのでカエルウオと言う。ナべカは標準和名で，三崎，富山県で

言う。ナベカはナメカよりの転音で，皮膚のなめらかな魚の意である。

158　ダイナンギンポ　NS（C）

niSt・函館以南～本州各地沿岸，朝鮮，岩礁性，潮溜ヤ内湾に多い。

R L．　2　4C取
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カタウナギ（水戸・大洗），カタナギ（水戸・大洗・那珂湊・川尻・伊師浜），ホウチ！ウ（那珂

湊）

カタウナギ，カメナギは潟ウナギの意で，内湾や潮潜にすみ，多少形がウナギに似るため，これら

の名がある○背び九の稀が鋭く，これらにふれると手などけがするため，この魚をホウチけりと言う。

ダイナ／ギンポは標準和名で，その意味不乳

159　ギンポ　NS（C）

DiBt．カラフト以南一九仇朝鮮南部

B．L　　5　0珊

カタナギ（大洗・多賀・川尻），クネバカ（大洗），クレバカ（大津），ナギナク（水戸・大洗），

ホウチ，ウ（那珂湊），ギンポ（久慈浜）

体形細長く，背びれ　しわぴれの先端鋭く，これにふれると手など切れやすいのでナギナク，ホウ

チ・クと言う。クネバカ，クレバカの意味不明。標準和名のギ／ポは東京の名。意味不明。

1瓜　チチプ　NS（ee）

DiBt・北海道網走以南，琉球および朝鮮洪水産か上び汽水産

且．L　14仇

クソゴロ（霞ケ浦），クP＝プロ（霞ケ浦・北浦・水戸），ゴロ（霞ケ浦・北浦・那珂・常澄・大洗

・瀾沼），ゴロカジ（護ケ浦），ダポハゼ（内原・下石崎・那珂湊），ウミ／、ゼ（大洗），ドンコ（

那珂湊），ドロカジ（那珂湊），ノ、クフクレ（－）

ゴロは小石の憲で，水中にじっと静止しているこのノ、ゼが，小石のように見えるので，かく言う。

霞ケ浦・北浦では本種とどリンゴ，ウキゴリをゴロと総称する。クロゴロは体色の黒色のもの。最も

不味をためクソゴロの名がある。こゴロカジはゴロメというような意であろう。カジは卑称であろう。

本種は産卵期に腹がふくれるのでノ、ラフクレと言い，どんなえさにも食いついて，子供でもたやすく

釣れるので，馬鹿をハゼの意でダポノ、ゼと言う。ウミハゼは海にも生息するので，かく言う。ドンコ

は太って背の低い者を言う。このハゼの形がそれに似るためであるnドロカクは泥棒ハゼメとの意で，

貪食でえさをむさぼ少食うので，この名がある。標準和名のチチブは高知の名。その意味は不明。

141シマノ、ゼ　NS（e）

Di＄七・かん水および汽水産。山形県および岩手県以南の本邦各地沿岸，朝鮮，中国

B．し．　9m

シマバツコ（．大洗），フウセンパブコ（大洗）

シマバツコは縞末子の意で，体側に暗褐色の2縦帯があるので，この名がある。′く，コとは小魚の

親フウセンパブコは腹のふくれた産卵期のシマハゼを言ったものであろう。標準和名のシマノ、ゼは

体側の2本のたてじまよカの名で，田中博士の命も

162　ヨシノポリ　NS（C）

Di8t・北海道以南の本邦全土，朝鮮，中国，フイリグビン
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B．L　　8の托

ゴロ（饉ケ浦・北浦・潤沼），トラゴロ（靂ケ浦・北浦・水戸），ヤナギグバ（饉ケ浦）

体色が赤や青の色彩があって美しく，体側の斑紋が多少虎の斑紋に似ているので，トラゴロと言い，

体が細長く柳の糞のようなのでヤナギッバと言う。標準和名のヨシノポリは長野県松本平で言う。

1虚　アシシロハゼ　NS（r）

Dist．汽水および海水産。北海道以南の本邦各地の沿岸，本県では饉ケ浦，那珂川河口

B．し．　Bcれ

ハゼ（那珂湊）

本種はあま少多くをいので，単にハゼと言われている。

184　マハゼ　NS（ec）

DiBt．海水および汽水産。青森以南の本邦各地沿岸。本県では那珂川，澗沼川，利根川に多い。

B．し．　25仇

ドクハゼ（那珂湊），ドラノ、ゼ（那珂湊），ハゼ（那珂湊・瀾沼），ドクバゼ（那珂湊）

ドクは太っているもの，ドクハゼ，ドクバゼ，ドラハ一切ま大型のマ／、ゼの名。標準和名のマハゼは

ハゼ類中最も味の良いことを意味する。澗沼では延縄で漁獲される。

185　リュウグウハゼ　NS（rr）

DiSt．東北地方以南の各地沿岸

B．L l O仇

トラポウ（川尻）

体は汲かっ色の地に4個の巾広いかっ色の横じまがあるのでトラポウと言う。標準和名のリ1ウク

ウ／、ゼは田中博士の命名。生態のわからないハゼという意味で，リュウグウノ、ゼと命名されたのであ

ろう。

168　ウキゴリ　NS（C）

Dist．カラフ†から奄美大島，朝鮮，ウラジオストック

B．し．　9C隈

ゴロ（瀾沼・大洗），ドンカ（水戸），ドンカチ（水戸），ポク′、ゼ（霞ケ浦・北浦），ヤナギゴ

ロ（土浦），ヤナギッノて（霞ケ浦・北浦・水戸）

ドンカ，ドンカチはドンコと同じ意味。ヤナギ＝ロ㍉ヤナギッバは体形よりの名。ポクハゼの意味

不軌標準和名のウキプリは石川県金沢の名で，本種は他のハゼ類とちがい，どリンゴと同じように

中層に浮かんで静止したや，泳ぐことがあるので，この名がある。標準和名のウキゴリは加賀金沢の

名。底層にすむが中層に浮き上って静止するので，この名がある。

187　ビリンゴ　NS（C）

Di8t．淡水および汽水産。カラフト以南の本邦各地，朝鮮

R L．　占cm
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ゴロ（霞ケ浦），トラゴロ（遥ケ浦），オシャラクドンカ（水戸千波沼）

本種は雌のみ産卵期に婚姻色が出て，頭部，背鰭，背鰭，腹鰭が著しく黒くなるので，オシャラク

ドンカと言う。オシャラクとは派手好みの女という島　ビリンゴは博多の名で，どリンゴとは小さい

ハゼの意味である。

1占8　7コ’′、ゼ　NS（ee）

Di8t．函飽以南，種ケ島，朝鮮

B．し．　7仇

ギンポ（多賀町大久保），ドンコ（那珂湊），チッビワバッコ（大洗），トットコ（平磯）

多少ギンポに似ているのでギンポの名がある。干潮時岩礁地帯の潮溜に生息するノ、ゼ，カジカ類の

小魚を一般に′くッコと呼ぶ。パブコは末子の意で小さい魚を意味し，ビワはこれも小さいことを意味

する。チタビリは大変小さいという意である。す表わち，テッビリバッコとは大変小さなハゼの意で

ある。トットコは魚の子の意の童語である。標準和名のアゴハゼは田中博士の命名。

189　シロウオ　NS（r）

DiBt．青森から鹿児島，朝鮮釜山

B．し．　9C恥

ヒウオ（水戸）

ヒウオは氷魚で，やゝ不透明を黄白色なのでかく言う。標準和名のシロウオは千葉県′j、木川，和歌

山県，高知県宇和島，宮崎県南部，対見鹿児島県で言い，白魚の意で，死ぬと‾美白に去るのでこの

名がある。

170　ポウズハゼ（ポウメプリ）　S（十）

Diat．本邦中部以南，奄美大島，硫乳台袴，本県では霞ケ浦に分布。

R L　12cm

ハゼ（那珂湊）

標準和名のポウズハゼは和歌山県田辺の名，ポウズゴリは高知の名で，何れもとの魚の頭部の形が

坊主頭を連想させるのでこれらの名がある。

171　ウミタナゴ■】VS（C）

DiSt．北海道南部以南～朝鮮南部

R．L　　25C肌

タナゴ（県下一円）

この魚は卵胎生で，普通一腹に10～20尾の胎児をもっている。クナは北海道松前，青森，秋田

県鹿角郡で子供を背負う帯の意味をもち，岩手県でもタンナを同じ意味に用いている。古代日本人は

手をクナと呼び，東北地方の方言メガク（持つ）はクナクエわ転著させるものである。

タナゴは子をもつ魚の意味である。ウミタナゴは真のタナゴで，ウミタナゴと言う必要はをく，淡

水のタナゴは海産のタナゴに形がよく似ているので名付けられたのであろう。青森県，岩手県，宮城
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県，福島県，神奈川県，愛知県，三重県，和歌山県，兵庫県，島根県，岡山県，山口県，香川県，大豆だ、

分県，熊本県，長崎県でタナゴと言う。標準和名のウミタナゴは汲路島福良で言う。

172　オキタナゴ　S（r）

Di8t．茨城県以南，朝鮮南部，対席，陰岐

B．L　　20仇

タナゴ（那珂湊）

長崎でもクナゴと言う。標準和名のオキタナゴは三時のも　ウミタナゴより沖に生息するので，こ

の名がある。

175　カンダイ（コブダイ）　S（＋）

DiBt．茨城県以南，南支那海

鼠L　‘Oc嵐

ウゴイ（大洗・那珂湊・久慈浜），デポダイ（川尻），ユゴイ（大洗・都珂湊）

久慈浜ではこの類とベラ類を総称してウゴイと看う。ウゴィ，ユ叫の意朱は海の鯉と云う意味。デポは

出額で，おでこのこと。デポタイは前額部がコブの上うに張少出したタイの患標準和名のカンダイ

は東京三崎の名。その意味不明。一本釣で漁獲される。

174　ニッキベラ　S（r）

Diat・茨城県以南～トカヲ列島，琉球，台湾，ジャバ

R．し．　20C帆

アズキ（大津），キンギ。（川尻），ムギメソ（大津）

アズキおよびムギメシは，いずれもこの魚の味が不味をることを意味する。キンギ号は，この魚のイ

体色が赤，育，線と大変美しいので言う。標準和名のニッキベラはどこの名か不明。この名も体色の

鮮やかを色彩よカ名付けられたものである。

175　ササノハベラ　S（＋）

Di8t・茨娩県以南の南日本に穣めて普通。

B∴L　　25cm

ウタイ（大洗），ウゴイ（大洗），エ′くトリ（磯崎），オゴイ（那珂湊・久慈），キンギ㌧（川尻），

ネズッバ（河原子）

ウゴイはウミゴイの意で，この魚が体色が美しくあざやかなので，多少コイに似ているから，この

名があも　オゴイはウゴイより転昔せるもの。エバトリはえさとわの意，キンギ，は体色が美しレHD

で名付けられた名。ネズッノくの意味不明。エノくトリは磯崎におけるベラの総称。ネズッバは河原子に

おけるベラの総‰棲準和名のササノハベラは称呼地不明，意味も不呪

17ム　キュウセン　S（r）

Di8t・函館以南本邦各地沿岸，フイリブビン

B．L　　25仇
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アズキ（大津），ウクイ（大洗），エバトリ（大洗），ムギメシ（大津）

この魚はベラ類中最も美味なので，ムギメシ．アズキの方言は当を得ない。本県以南のこの方富が

あやまって移碓されたためであろう。標準和名のキュウセンは三崎の名。体側のたてじまが9条ぐら

いあるので名付けられたものである。ベラ類は一本釣で漁獲される。

177　カゴカキダイ　S（C）

DiSt・茨城県以南～トカラ諸島・琉球，台湾，PeBCadores181and8，中軌ハワイ，

オーストラリヤ

B．L　　2　0cm

ギンパ（大洗）

カワノ、ギ類をギンノてと総称する。形が多少カワハギに似ているので，かく言う。標準和名のカゴカ

キダイは称呼地不名。意味も不明。

178　アイゴ　S（＋）

DiBt・茨城県以南～琉乳台乳中乱アイリッピン，東インド諸島，モザンビーク，クイン㌧ス

ランド

B．L　　50cm

ネシ′コンペン（大洗）

この魚の体臭が寝小便の臭に似ている。また体側の旗紋が軌＼俊のしみに似ているので，この名が

ある。福岡県でイバリ，バリ，和歌山県で7イノノくり，パリコ，熊本県でショウベンウオ，江の島で

ネショウベンウオと言う。標準和名のアイゴは三崎，東京の名で，その意味不明。

179　カワハギ　S（C）

Dist・・茨城県以南～葦和乳台湾，アフリカ東岸

B．し．　5　Dc取

カワハギ（大津），カワムキ（久慈浜），ギンパ（大洗・那珂湊・川尻），ムキ（久慈浜），ヤマ

モ（大津・平潟），ヤマンボウ（河原子）

静岡県でもギン㌧べと言う。伊東でギッパ，宮娩県，静岡県，愛知県，三重県でギハギ，伊豆御蔵島で

はギン㌧パイ0いずれも皮を剥ぎとる意である。ヤマモ，ヤマンボウはその意味不明。標準和名のカワ

ハギは三崎，東京の名。皮を剥ぐ意。

1‾80　7ミメハギ　S（＋）

DiSt・茨城県以南各地沿岸に普通

B．し．　7（m

ギン㌧ペ（大洗）

その意は前者に同じく，皮を剣ぐ意。摸準和名の7ミメハギは一般的な名。網目様の紋様があるの

で，かく言う。

181ウマズラハギ　S（＋）
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Dist・北海道以南，本邦各地沿岸

カワムキ（久慈浜），ギン㌧べ（県下一円），ムキ（久慈浜），ヤマンボウ（河庶子）

標準和名のウマズラハギは頭部の眼の前方が長く，馬の顔によく似ているので，この名がある。一

般的な名である。カワノ、ギと共に底曳網，定置網で漁獲される。

182　ノ、コフグ　S（r）

DiBt．茨城県以南～台湾，フイリッビン，東インド諸島，南アフリカ

B．L．　50仇

イシダイ（平潟），イシフグ（久慈浜・川尻・平潟），バラフグ（大洗）

イシダイ‾，イシフクは，この魚が堅い亀甲形の骨板でかかわれるので，石のように堅いフグと言う

意味である。ノくラフクはその意味不明。標準和名のハコフグは体の形が籍形をしているので，かく言

う。東京，三崎の名である。

185　ウミスズメ　S（r）

DiBt．茨城県以南～台湾．東インド諸島，南アフリカ，南部クインスランド

Ⅰ∴L　12cm

イシフク（川尻），ホトケノマイ（大野・大洋）

イシフクは石フグ，ホトケノマイは意味不軌標準和名のウミスズメは頭部の感じ特に眼がスズメ

に似ているので，かく言う。三崎の名。

184　ザパフク■　二ⅣS（e）

Di8t．東北地方以南～朝鮮南部，支那海，フイリッビン，東インド諸島，オーストラリア

B．L．　55仇

キンフグ（河原子），ギンフグ（大洗），トラフグ（旭村）

熊本県三角，福井県，長崎県でもキンフグと言う。また三崎，東京，天草牛深．高知，長崎でもギ

ンフグと言う。体側の金色に光るものをキンフグ，体側が銀色に光るものをギンフグと言う。トラフ

グの意味は不明。標準和名のサバフグは長崎，和歌山，富山県東岩瀬の名である。体色が多少サバに

似ているので，かく言う。

185　カナフグ　S（r）

Di8七．茨城県以南，東支那海，インド洋熱帯，オーストラリア

R L　　50仇

コガネフグ（大洗）

体背側淡褐色なので，カナフグ，コガネフグの名がある。

188トラフグ　S（e）

DiSt・南部北海道以南，台湾，朝鮮，中国，Peter the Great Bay

R L．　70仇

トラ（久慈浜・大津），トラフグ（河原子・久慈浜）
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トラ，トラフグは寿にあてられ死亡する人があるので，これを恐れてトラ，トラフグと名付けも

三崎，和歌山でトラフグと言う。

187　クサフグ　NS（ee）

DjSt・青森およびPeter tlle Great Bay以南，沖縄本島

お．L　15C覿

シさウサイフグ（旭）

ショウサイフグは，このフグの斑紋がショウサイフグのそれに似ているため名付けられた。三崎で

もシヲウサイフグと言う。標準和名のクサフグは三崎で言われ，田中博士の命名である。食用にも査

ら男またたくさん生息するのでクサフグと名付けた。

188　ショウサイフク′：NS（C）

DiBt．青森以南～鹿児島

m L　　52cm

クロフグ（那珂湊），サフグ（大洗・久慈浜）

サフグとは細フグの意で体の細長いことをあらわす。体の背中の黒色なのをクロフグと言う。標準

和名のシ身ウサイフグは東京，大阪の名で，その意味不明。マフグとともに延縄で漁獲される。

189　マフタ（ナメラフク）　NS（＋）

DiBt・カラフト南西沿線．北海道およびPeter the Gray Bayから東支那海

R LL　　48cm

タロフグ（久慈浜），サフグ（大津）

三崎や東京ではトラフグよ少もこのフグを好む。体の背面が紫鴇色で黒っぼく見えるのでクロフグ

と言う。サフグの意味は前程に同じマフグは味のよいフグを意味する。東京，三崎では煮つけて食

べるので，皮付き肉を喜び，その皮を賞味するためトラフグのような皮膚に強い僻のあるものを好ま

ない。ナメラフグは皮膚が滑らかの意である。三崎，東京でマフクと言い，下関ではナメラフクと言

う。

190　7カメフグ　S（十）

DiSt・茨城県以南の太平洋岸

R L　　50（況

メアカフグ（大洗）

眼の虹彩が兼しい赤黄色なので，メアカフグまたは7カメフグと言う。メ7カフグは和歌山県塩屋

で，7カメフグは三崎・宮城で言う。

191ハリセンボン　S（C）

Diat・茨城県以南，世界各地の温熱帯

R L　　4〔G鳳

ハリフグ（大洗川l尻・大津）
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体全体に二根をもった棟が密生してhるため，この名がある。山口腺，広島県，和歌山県でも，か

く言う。標準和名のハリセンボンは三崎，富山県生地・東岩瀬の名である。

192　マンボウ　S（C）　　　＼

Djst．全世界の温熱帯の海に広く分布する

B．し．　4m

ウキギ（那珂障），マンボウ（県下一円）

この魚は海面に体を横たえて浮かんでいることがあるので，それが浮木に似ているので，この名が

ある。マンボウはまんまるh魚の意である。亀で漁獲する。

195　ヤナギメバル　N（＋）

Dist・深海性，茨城県，塩釜，宮古，室蘭

B．し．　40（Ⅶ

ア／ボン（川尻・大津・平潟）

寛政の末頃，この魚が多くとれ，江戸市中に売られたが，味がよくなかった。また，餌を5～5本

に1ケの割でつけても餌のをい釣針にもかゝるので，この魚をアンボン∵ク：／と言った。アンボンク／

は当時江戸の流行語で，昭和20年頃まで使われた言葉で愚か者をののしる言葉であった。標準和名ヤナ

ギメバルの意味不明。建延縄で漁獲される。

194　メノくル　NS（C）

Dist．北海道以南～九州

B．し．　5　0cm

アカメ（川尻），7カメバル（川尻），クロメバル（久慈浜），クロメノ、ル（那珂湊），タケノコ

・（那珂湊・河原子），タケノコメバル（久慈浜），メハル（水戸・大洗・那珂湊）

標準和名のメバルは大きな巨をしている意。メハルも同様の意。アカメ，7カメパルは体色の赤い

もの，クロメノミル，クロメハルは体色の黒いものを言う。昭和28年ころ平磯や河原子の魚市場でメ

バルをタケノコと言って取引するようになった。タケノコは東京市場の呼び名である。別種のタケノ

コメ／くルよ＿りきた名である。タケノコメバルは関西に多く，大阪方面ではタケノコがとれる時期にこ

の魚が美味となるので，この名があるという。しかしメバルの方言タケノコ，タケノコメバルは本来

の意味は惹く去っている。

195　クスメバル　N（十）

Dist・函朗，青森，宮古，塩釜，魚津，銚子，大阪，対馬海峡

R．し．　5　0cm

タケノコ（久慈浜），タケノコメバル（久慈浜），メハル（水戸・大洗・那珂湊）

東京市鳩で根引きれるメバルのうちでタケノコメバルが値がよいので，昭和28年ころから，この

種の魚をタケノコ，あるいはクケノコメバルと言って取引きされるようになった。標準和名のクスメ

バルの称呼坤不明。意味も不明。メ′くルとともに一本釣と延絹で漁獲される。

198　7コウダイ　S（C）
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Dist．茨城県，相模湾，駿河湾，静間沖，東京。

R L．　占　Ocm

アコウ（川尻）

深海魚で水深200m前後の岩礁間に生息する。7コクは赤魚の意で体色の赤いことをあらわす。

7コウは三崎の名である。標準和名の7コウダイも同も

197　サンコウメヌケ　N（C）

DiBt．北海道以南～三崎

R L．　45の托

アカチョ（大津），ホンメヌケ（久慈浜），メヌキ（大津），メヌキタイ（大洗），メヌケ（大津）

アカチョは赤い稚魚の意で，サンコウメヌケの幼魚を言う。ホンメヌケのホンはメヌケ類中最も美

味をることをあらわす。水深500m前後の深海底に生息し，眼が大きく，突き出ているので，また

深海から引きあげられると目玉がとびだすためにメヌキ，メヌケ．メヌキダイと言う。標準和名のサ

ンコウメヌケは北海道，宮城県の名，その意味不明。

198　バラメヌケ　N（C）

Dist．北海道以南一銚子

B．し．　55C耽

ノミヲ（久慈浜），パラメヌケ（久慈浜），メヌキ（大津），メヌキダイ（大洗）

水深500m前後の砂底にすむ。メヌケ類中では不味のもの。パラメヌケは宮城県の亀その意味

不明。前種とともに機船底曳網で漁獲される。

199　キツネメバル　N（C）

Dist・北海道以南～三崎，元山，釜山

且L　　50仇

クロゾイ（那珂湊），ソイ（水戸・那珂湊・久慈浜・大津），ドンコ（大洗），ガラッポ（久慈浜

・河原子・会瀬・川尻・大津），カンネコ（久慈浜・大津・平潟）

クロゾィ，ドンコは体色黒味がかった磯魚の意，ソイは磯魚の略で，岩礁や岩石の底質のところに

生息する魚を意味する。ガラブポ，カンネコの意味不呪標準和名のキツネメバルは田中博士の命名

による。頭部の形が多少キツネに似るためである。

200　ムラゾイ　S（＋）

Di8t．茨城県以南の各地沿岸，釜山，中国

B．L　　5　5仇

ソイ（川尻），ド／コ（大洗・那珂湊），ガラブポ（久慈・河原子り目尻・大津・平潟），カンネ

コ（久慈・川尻・大津・平潟）

キツネメバルと区別せず，方言は同じである。標準和名のムラゾイは称呼地不明で，意味も不明。

体色黒かっ色で，ずんぐカした形をしているのでドンコと言う。ドンコは石川県鹿島郡では太って背
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の低いもの，ドンコロは青森県では丸いずんぐりした形を言う。

加1ゴマゾイ　N（＋）

DiSt．北海道，青森県鮫，宮古，田代（仙台付近）

B．し．　50〔珊

ナツパオリ（水戸・大洗・那珂湊・久慈浜）

体色紫黒色で白っぽい小点を密布し，すこぶる美しく見え，夏羽織のようであるので，ナツパオリ

と言う。標準和名のゴマゾイは称呼地不明で．その中白点が白ごまをせいたようなので，かく言う0

202　ヨロイメバル　S（e）

DiSt．魚津および茨城県以南，熊本，釜山

B．L．　30の托

ドンコ（大洗）

防波堤のすて石またはテトラポットの間に多数生息し，磯的少の対象魚で，体色黒っぽくずんく●少

していてドンコという名にぴったわの魚である。美味である。黒糸おどしのエろhを着けたような感

じもするので，ヨロイメバルと言う。称呼地不明。

285　カサゴ’二ⅣS（cc）

Dist．北海道以南本邦各地，台湾，朝鮮，中国

B．し．　5　0cm

7カゲ（大洗），アコウ（大洗・川尻），ネヨ（那珂湊）

7コク，アカゲは体色美しい黄赤色で淡かっ色富たは黄色の斑紋をもつ赤魚の意である。ネヨは横

魚で，常に岩礁間または海そうの繁茂するところに生息している。標準和名のカサゴは東京の名。頭

部に棟があり凹凸がはげしいので，この名ある。

204　アヤメカサゴ　S（＋）

Dist．茨城県以南本邦各地，釜山，香港

B．し．　50（孤

アカゲ（水戸），7コウ（水戸）

7カゲ，7コウともに赤魚で，体色の赤い魚の亀標準和名のアヤメカサゴは三崎の名，体色赤色

へやゝ黄味を加え，赤黄色の斑点や線状紋などが散在するので，アヤメの花の色模様に多少似ている

ので，かく言う。

205　キチジ・二N（cc）

DiSt．北海道以南～喫河湾の深海

R．し．　50cm

アカジ（県下一円），7カチョ（大津），キチタ（水戸），コアカジ（久慈浜）

体色の地色が赤いのでアカジと言う。福島県小名浜でも言う。これが幼魚をコアカジと言う。アカ

チョは大津では大形のものを言う。キチジは水戸の名，その意味不明であるが，或いは人名ではない
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だろうか。現在では水戸でもキチジと言う人はいをい。皆7カジと言う。戦前および戦後しばらくは

冬から春にかけてこの魚をたくさん並べた露店が水戸駅付近に何軒も店を出し，その赤しっ体色が街

に美しい色彩をそえたものだが，現在はなくなった。底曳網で漁獲される。

208　オニオコゼ　S（＋）

Didt．茨城県以南，朝鮮，台湾，広東

R L　　24cm

オコジ（大洗）

オコジはオコゼより転音したもの，オコゼは山の神の供物で，山の神はことのほか，この魚を好み，

これを供えて山の神の恩寵を期待する風習は広く見られる。山の神は醜いので，これをあげると自分

よわ醜いものがあるといって喜ぶ。オコゼはオコセよか来たもので，オコゼは贈物，供物などの意味

をもつ。標準和名のオニオコゼは三崎，東京で言われ，誰か学者が他のオコゼ類と区別するため，頭

部の形が鬼を感懐させるので，名付けたものであろう。オコゼと言われる魚種は全国に27種類が知

られ魚類以外の動植物名にも使用され，民俗的にも山の神の供物として農漁村民間の各種の習俗に伝

承されている。オコゼの名は我が国において1，000年以上も不断に用いられてきた言名で歴史的に

も優勢であわ，形態的を面からつけられたようである。

207　ノ、オコゼ　S（＋）

Dist．茨城県以南の各地，朝鮮

B．し．　9cm

ヤマノカキ（大洗）

ヤマノカ‡に供えられる魚という意味で，ヤマノカミと言う。標準和名のハオコゼは三崎の名で，

形や色彩が枯葉に似ているために名付けられた。

208　クジメ　NS（ee）

Dist．函館～長崎

臥し　　50cm

イソヨ（県下一円），キクウズ（水木），ククツ（大洗），クダウツ（水戸），クチウチ（助川．）

イソヨは磯魚の意である。キクウズ，ククツ，クグウツ，クチウツの意味不明。標準和名のクジメ

は三崎，関西，東京市場，島根県浜田の名で，その意味不明。

209　－ホッケ　N（r）

Dist．北海道～日本海南部，茨城県

B．L．　4　5（7乃

ホッケ（大津・平潟）

ホッケは北海道，東北地方，佐渡，新潟県下宿の名。その意味不呪
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210　アイナメ　NS（C（：）

DiSt．北海道以南一一本邦各地沿岸

B．し．　4　□くれ

アアナ（大洗・那珂湊），アイナ（県下一円），エエナメ（平磯），エイナ（水戸・大洗・那珂湊）

アイナより転音して7アナ，エエナメ，エイナと怠った。アイナの意味不明。標準和名のアイナメ

は東京，三崎の名，その意味不明。

211イネゴチ　S（＋）

Dist．石川県金石および茨城県以南，東イント◆諸島

R L．　40仇

コチ（大洗）

形コチに似るため，この名がある。意味不明。標準和名のイネゴチは称呼地不明。意味も不明。

212　カジカ　NS（ce）

DiBt．本州各地，九州，北海道

B．し．　5　0C耽

アブラッコ（星川），カジカ（嘗ケ浦・太田），カチカ（瓜連・那珂・久慈浜），クロチャ（久慈

浜），バカブワ（大宮）ノバカプチヲ（黒沢・袋田）

体の粘液がぬらぬらして，この魚をつかむときの手ぎわ少が，あたかも油を塗ったものをつかむよ

うな感じがするので，アブラッコと言い，体色が黒いので，クロチャと言い，渓流の石の下に語れて

いるが，石を起こされ，人にたやすく漁獲されてしまうので，馬鹿な魚という意味でバカブワ，バカ

チョと言う。標準和名のカジカは東京，山梨，琵琶湖，信濃川，平，仙台，山形の名で，それは水底

の石や岩石にじいっと付着している魚を意味する。

215　ヤライカジカ　N（＋）

Di8七．茨城県（平磯），函館

B．L　　20cm

イコジ（平磯）

磯の岩礁地帯にすみ，すんでいる場所をあま少離れないので，釣少落しても同じ場所で釣れる。こ

のように自分のすみかを離れない習性がイコジのように思われるので，この名がある。標準和名のヤ

ライカジカの称呼地，意味不明。

214　キヌカジキ　NS（e）

DiSt．函館以南一一三崎

B．し．　8cm

カワバチコ（磯崎），サンタロコメ（平磯），トットコメ（平磯），トテコッコ（那珂湊），ネギ

ノマル（川尻），ネギマラ（川尻），トットコ（平読）

カワバチコの意味不明，サンクロコメは三太郎子奴で，この魚は小形のカジカ類で食用にはならを

－144－



浅野長堆・藤本．武：茨城県産魚規の方言について（第2報）

いが，潮超に多数生息し，子供たちはこの魚を釣って遊ぶ。子供達とおなじみの魚なので，サンタロ

コメ，トットコメ，けコッコ，トットコのような子供のつけた名前すなわち童語があるDネギノマ

ル，ネギマラは川尻でカジカ類を稚称するときに用いる0その意味は不明。キヌカジカは田中博士の

命もその意味不明。

215　ケムシカジカ　N（＋）

Di8t．東北地方および日本海北部からオホーツク海，ベーリング海，カムチャツカ

R L　　50仇

ヤマノカミ（久慈浜）

ヤマノカミはその容貌が非常に醜いとされているが，この魚の容貌も醜いので，ヤマノカミと言う。

標準和名のケムシカジカも同様な意味で，称呼地不明。

2帖　サブロウ　N（C）

Di8t．千葉県銚子以北のやや深海に多い

B．L．　2　0cm

ォニギス（水戸・那珂湊），トトキ（大洗・大津）

ギス（カナカ㌧／ラ）よりさらに骨ばった形態をしているのでオニギスと言う○トトキの意味不明0

サプロクは青森県の名で，恐らく三郎をる人名に関係するのであろう。

217　ホウポウ　S（e）

DiSt．茨城県以南，台湾，ニ1－ジランド

8．し．　50（孤

ホウポウ（大洗・久慈浜・平潟）

ホウポウは高知の名。この魚は大きな声で鳴くので，ホウポクはその鳴き声からきた名である0ホ

ゥボケは前種のサブロウ，次のカナド，カナガシラ，キホクがク等と共に機船底曳網により漁獲され

る。

218　カナド　S（＋）

DiBt．茨城県以南～支那海

且∴L　　20仇

ギス（那珂湊），ゴン㌧ゼイ（水戸），ゴンゼン（－）

この魚は頭が大きく体が骨ばってやせて見えるので，ギスと言う。群馬県ではやせて骨ばった人を

ギスと言う。ゴンゼィ，ゴンゼンは意味不乳標準和名カナドは三崎の名。金頭で，かねのように堅

い頭の魚の意である。

219　カナガゾラ　NS（e）

DiBt．本州各地沿岸～支那海

も．L　　40C覿

カナガシテ（大洗・久慈・平潟），キス（水戸），ギス（県下一円）
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キスはギスエ少転音したもの。標準和名のカナガシラは三崎，富山県および各地の名，金頭は．金

のように堅い頭の魚の意。

20　キホクがウ　S（e）

Di8t．茨城県以南の各地に普通

B．し．　21（孤

オニギス（水戸），オニゴングイ（大洗），ホトトギス（大洗）

オニゴングイ＿は鬼樺太魚で，眼前骨が突き出して，二本の角のようであり，その形態がいかにも恐

ろしく見えるので，この名がある。ホトトギスは頭が大きく骨ばってやせているので，かく言う。標

準和名のキホクがクは三崎の名で，体色が赤味を帯びた黄色なので，かく言う。

221クサケオ　NS（＋）

Di8t．青山湾，能登，相模灘，鹿島灘，青森，千島幌産

B．L　　58cm

オダ′、ン二十（大洗），オヨネキチベエ（那珂湊・大津），ササザラ（旭），ナアズ（久慈），ネ

コサギ（那珂湊），ミズドンコ（那珂湊）

その頭部の形状，おとをしい般若の面に似ているのでオダハンニャと言う。この魚の形から受ける

感じが，ぐにゃぐにゃしているので，男だか女だか，はっきりしない人のような感じがするため，オ

ヨネキチベエと言い，漁船乗組員で1人前の仕事のできない，ぐずぐずした，男か女かハブキリしな

い人を言った。ササザラの意味不明。ミズドンコはその形態よりの名で，水ドンコの意である。標準

和名のクサウオは能登半島宇出津の名で，食用にならない魚の意。ナマズは久慈浜でクサケオ類の総

私ネコサギはネコサケエ少の転音。この魚は戦前は食用忙しをかったので，猫も食わ夜いという意

味でネコサギ。戦争中は塩でもんで食用にしたが現在は再び食用忙しをく去った。次のビクニンと共

に機船底曳網で漁獲される。

222　ビクニン■：N（r）

pi8t・日本海に多い。島根県，兵庫県津居山，舞鶴，富山湾，新潟県能生，朝鮮，北海道，茨城

県

B．し．　1°仇

オヨネキチベイ（大津）

‾　ビクニンは新潟能生の名，比丘尼の意である。

225　コノくンザメ　S（r）

Dist．全世界の温熱帯に広く分布

B．L　　8　0（孤

ツゲノカミノジンシロウ（水戸），ツチウオ（大津），ワラジザメ（水戸），サメジラミ（水戸）

この魚を水戸で告の神の甚四郎と言い，漁師がこの魚をとって，神棚に供えてお祝をすると必ず大

漁するとの言い伝えがあると栗原柳庵薯「鮫譜」にでている。この魚は頭部に」、判形の吸盤を持って
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いるので，大黒天の手に持つ打ち出の小槌のような魚であるという意でツチウオと言う。また頭部の

吸盤をワラジ忙見たてワラジザメとも言う。サメジラミとはこの魚が吸盤で大形のサメの体に吸着し

て生活するので，かく言う。標準和名のコバンザメも吸盤に注目してつけた名で，東京，三崎，千葉

県勝浦の名である。

224　ナガコバン　S（rr）

Di8t・太平洋，大西洋およびインド洋の湿熱帯

B．L　15仇

サメジラミ（大洗）

225　ヒラメ　NS（ce）

DiBt・千島，カラ7ト～九州，朝鮮，支那海

B．L B Dc机

オオヒラメ（大洗），コバラ（大津），コビラ（大津），コビラメ（大洗），シラメ（波崎），ノ

ダ（大洗・那珂湊・久慈浜），チュウビラ（大津），チュウビラメ（大洗），トクダイヒラメ（大洗），

ヒラメ（泉下一円）

大洗漁協魚市場では特大ヒラメは約5＿8時（1貫500匁）以上，大ヒラメは約1．5～4．1晦

（550匁～1貫100匁），中ヒラメは約940～1．280g（250～540匁），小ヒラメは

約5°0～900ダ（150～240匁），ソゲは約550g（140匁）以下として取引きされる。

ソグは竹や木などをそぐとできる小さなききくれをさすが，ここでは小さいものの意に用い，ヒラメの

幼魚を意味する。標準和名のヒラメは東京の名。全国的である。平奴で平らたい魚の意である。機船

底曳網，一本釣で漁獲される。

22‘ガンゾウビラメ　S（＋）

Di8t．茨城県以南～台湾，中国

B．し．　45の花

ガッチョ（久慈浜），ガンゾウ（郵珂湊），ヒダリ（久慈浜）

ガプチ丁はかたわものの意，カレイ夜のに左側に眼がついているので，かく言う　ガガ′ゾウは意味

不明。東京，千葉，兵庫，高知，小名浜で言う。ヒダリはヒダガレイの略，ヒクリガレイは富山，兵

庫の日本海側の名。頭の左に眼のあるカレイの意。ガンゾウビラメは三崎，東京，三重，和歌山の名。

意味不【鶏

227　ダルマガレイ　S（r）

Di8t．茨城県以南～台湾，オーストラリア，インド洋，東アフリカ

B．し．15（硯

ヒダリガプチョ（久慈浜）

ヒダリガッチョは右側に服が？いておるべき夜のに左側についている，かたわのカレイの意。標準

和名のダルマガレイは称呼地不明。頭部の形，体全体が丸く，ダルマに似ているため，この名がある。
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228　7ブラガレイ　Ⅳ（r）

Di8t．カラフトおよび千島一仙台

R L　50m以上

7プラガレイ（久慈浜），エソキリ（久慈浜・水戸），／、オイ（久慈浜）

不味のため二度・と食べないという意味でエソキリと言う○小名浜でも言う07ブラガレイは本県久

慈浜，北海道，盲山県の名。体に脂肪が多いための名である○ハオイは覇大魚で・この魚は他に比べ

大きくなるので，かく言う。ヒラメ，カレイ類の多くは機船底曳網により漁獲される0

229　ソクハチ　N（r）

Di8t．千島およびカラフト～茨城県，日本海では沿海州，朝鮮，隠岐島，大連

R L．　50eれ

】二二′キリ（久慈浜），オキマコ（水戸），カラス（水戸・平潟），ノ、オイ（久慈浜）

沖に生息するのでオキマコ。体色が暗かっ色でほとんど斑紋がないのでカラスと言う。銚子・福島

県請戸でも音う。標準剤名のソウノ、チは東北一北海道の名b宗八なる人名に関係あ・る名であろうが・

その意味不明。

250　ムシガレイ　NS（C）

Di8t．北海道～台湾，朝鮮

B．L．　50仇

ニクフカ（久慈），ニタブカ（久慈），ムシ（県下一円）

ニタフカ，ニクブカは肉深で，肉身が厚いことを意味する0ムシは虫食いのムシで・この魚は体側

にうす茶色の給のような大小の斑紋が散在し，虫が食ったように見えるので，ムシまたはムシガレイ

と言う。ムシガレイは東京，三崎の名である。

251ホシガレイ　S（r）

Di8七．茨城県以南各地沿岸，朝鮮南部と西部

B．L　‘Oc覿

タカノハ（水戸），タカノハガレイ（久慈浜）

背鰭と瞥鰭に若干の大きい黒かっ色の斑紋をもっているので・タカノハ・タカノノ、ガレイと言う○

小名浜ではタカノハビラメと言う。標準和名のホシガレイは関西の名で，黒かっ色の体側の斑紋より

名付けられたものである。

252　マツカワ　N（e）

DiBt．千島～茨城軋カラフト　DD C伽atriB Bay，Peter the Great Bay

B．L d OCm

ォォマツカワ（久慈浜），キビラ（大洗・久慈浜・平潟），キマツ（久慈浜），キマツカワ（久慈

浜），ダイナン‥マツカワ（那珂湊），マツカワ（個沼・石崎・那珂湊・久慈浜）

マヅカワの雌は堆エわ体が大きいので，オオマツカワと言う○椎は無艮側が黄色なのでキビラ，キ
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マツ，キマツカワと言う。ダイナ／は沖を意味し，マツカワはこの魚のうろこの排列が松皮状なので，

かく言う。このダイナソマツカワは椎で，押合にいると言われる。標準和名のマツカワは茨城の名で

ある。

255　メイタガレイ　NS（C）

Diat∴北海道以南～台湾，朝鮮，中国

R L　　5　0cm

タラ（大洗・那珂湊），フウジマ（大洗・久慈浜），7ウテン（久慈浜），メダカ（水戸・那珂湊）

この魚を手に持つとダラリとするのでダラと言う。フウジマは意味不明。眼が他より幾分突き出て

いるのでメデカまたはフウテンと言う。標準和名のメイタガレイは三崎．東京の名で，眼と眼の問に

強い隆起線があるので，この名がある。

254　マガレイ　NS（＋）

Di8t・千島およびカラフトから南方，福井県小浜，瀬戸内海，朝鮮東海岸，クスリ十樗押，中国

B．L　　5　0の托

7カジマコ（大津・平潟），カレイ（平潟・久慈浜・大洗）

カレイの意味不明。この魚の眼側の体は淡かっ色であるので7カジマコと言う。小名浜でも7カジ

と言う。標準和名のマガレイは東京，北海道，富山県生地・魚津の名で，味の美味なることをあらわ

す。

255　マコガレイ　NS（C）

Di8t・北海道以南～大分県付近，朝鮮南部，東支那海

B．L　　50G几

カラス（久慈浜），ハオイ（久慈浜），ホンマコ（大洗・那珂湊），マコ（県下一円），マコガレ

イ（久慈浜・川尻），マコビラ（那珂湊）

体の有限側は茶かっ色で，不明瞭をかっ色の斑紋が散在するが，多少黒っぼく見えるのでカラスと

言う。ホンマコ吐美味なることをあらわす。マコは県内，東京，小名浜の名。マコは実子で白子に対

する言葉で卵巣のことで，産卵期が漁期で，卵巣をもっているカレイをマコと言う。標準和名のマコ

ガレイは東京の名である。マコビラは那珂湊におけるカレイ類の総称である。

2鮎　ヌマガレイ（タカノハガレイ，カワガレイ）　N（＋）

DiBt・霞ケ浦，福井県小浜以北，朝鮮，沿敵州，オホーツク海，べ一リンク海をへてアメリカ，

南カリフ★ルニヤ忙至る沿岸に接した河川湖沼

且し．　50C隈

カワガレイ（霞ケ浦・北浦）

汽水，河口，塩分の少ない湖にも生息するのでカワガレイと言う。北海道，宮城県，富山県新湊の

名である。標準和名のヌマガレイは北海道の名で，湖沼にも生息するので，この名がある。タカノハ

ガレイは新潟県寺泊の名で体側ならびに背びれ，常備の湛かっ色の斑紋の状態よお名付けたものであ
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る。

257　イシガレイ　NS（C）

DiBt．千島，カラフト～本邦各地沿岸，朝鮮，北中国

8．も．　50cm

イシダマコ（大洗），カッタイビラ（水戸・那珂湊），イシャコ（水戸・那珂湊），マ・コ（水戸・大洗）

体の眼側に数個の大きい石のようを突起物の鱗板が並ぶためイシダマコ（イシダママコの略）と言

う。カッタイビラもその突超物よりの名である。愛知県ではカッメイビラメと言う。標準和名のイシ

ガレイは東京，三崎，浜松，富山県その他一般的に言われる名である。

258　サメガレイ　Ⅳ（＋）

Di8t・カラフト，千島，北日本仁特に北海道に多い。長崎まで分布，朝鮮。

丑．L．　4［k托

カワムキ（久慈浜），サメビラ（大洗・久慈浜・平潟）

皮を剥いで料理するのでカワムキと言う。体は頭とともに小さ竜骨賃板が密布し，サメはだをなす

のでサメビラと言う。ビラはヒラメ類の総称で，この魚は口が大き－い方でヒラメ類である。標準和名

のサメガレイは東京，富山県生地・魚津の名である。

259　ヤナギムシガレイ　NS（C）

DiBt．南部北海道～本州全沿岸．釜山～煙台

B．し．　5　0cm

ベクベク（大洗），ベタメ（久慈浜），ヤナギ（県下一円）

体形細長く薄く，手にもつとペクべクするのでベクベク，ベタメの名あれ体の形が柳の葉のよう

であるのでヤナギと言う。ヤナギは東京，小名浜でも言われる。標準和名のヤナギムシガレイは東京

の名。ムシガレイに似ていて，柳の葉を連想させるので，この名がある。

240　パパガレイ（ナメタガレイ）Ⅳ（＋）

DiSt．カラフトおよび千島南部～駿河湾，博多，釜山～媛台

B．L　　5　0m

ナメタ（大洗・久慈浜・大津・平潟），ナメタガレイ（川尻），ダラリ（大洗・久慈浜・大津・平

潟），ダルマ（久慈浜），ダルマガレイ（水戸），ダルマビラ（水戸）

体のうろこ細かく，粘液のため，体長滑らかを感じがするため，ナメタ，ナメタガレイと言う。青

森県，岩手県，宮硯県，千葉県，兵庫県，山口県でも，かく言う。タラリは〆ラリと下がる，ダラリ

と垂れるのダラリで，この魚を手にとったときの感じを言ったものである。千葉県でも言う。ダルマ，

ダルマガレイ，ダルマビラは体の感じが多少ダルマガレイに似たところがあるためである。東京魚市

場でまれにダルマと言うことがある。標準和名のノくノくガレイは北海道の名で，味は美味でなく，竹輪

の材料になるので，かく言う。

241シマウシノック（ツルマキ）　S（＋）
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DiSt・新潟および茨城県以南の本邦各地。ペルシャ～New Soutll Wale8にわたるインド

洋，太平洋

R．し．　5　0くれ

シマウう／カ（大洗），テダル（那珂湊），ヌレマラ（那珂湊），ヤマウシカ（那珂湊）

体の有限側に美しいかっ色の横じまがあり，形が牛の舌に似るため，シマウシカと言う。これを手

にもつとタラリとするのでタラリと言い，形がヌレマラにも似ているのでヌレマラと言う。ヤマウシ

カは意味不明。榛準和名のシマウシノックは東京の名，ツルマキは三崎の名，体側の横じまが葦を巻

いたように見えるので，かく言う。

242　クロウシノシク　S（e）

Di8t．北海道以南一台帝，南中国

B．L　　5　0cm

フォウシノシク（久慈浜），ウシカ（大洗・那珂湊）．ウシノック（水戸・大洗），ツタビラメ（

大野村大同），ベラ（平潟），ベロシャ（水戸・久慈浜），ベロチョ（久慈浜），ネズクチ（水戸）

体の有限側が紫がかった青黒色なので，アオウシノックと言う。ウシカ，ウシノシク．ツタビラメ，

ベラ，ベロシ十，ベロチョは牛の舌または舌に形が似ているため付けた名で，東京，三谷，舞鶴，和

歌山県，高知，堺でもウシノシクと言う。ネズクチはこの魚の口が多少ねじれて見えるので，かく言

う。標準和名のクロウシノシクは田中博士の命名に上る。クロウシノックは次のアカシタビラメと共

に建網により漁獲される。

245　アカシタビラメ　S（＋）

Dist．茨城県以南および新潟以南～台帝，中国

R L．　5　0仇

7カケシカ（大洗），アカベロ（久慈浜），ウシカ（大洗・県下一円），ウシノック（大洗），クビラ（大洗），

シクビラメ（大洗），ベロシャ（久慈浜）

ウシノック類中最も美味で，体色赤い。ウシノシクは堺でも言う。クビラは意味不呪標準和名の

アカシタビラメは浜名湖および各地の名である。

244　ェゾイソアイナメ　N（e）

Di8t・．函館～鹿児島，銚子以北，機船底引で大豊漁獲

B．L．　50仇

‾　クゾウ（川尻），クゾウが（大津），タブポウ（大津）．グッ．ポ（川尻・大津），テダル（大洗）．

ノロマサンコ＝コウ（大洗・旭）

グゾウ，タゾウが，クソ暴ク，クツが，ノロマサンゴロウはし1ずれも動作が鈍い魚の意，テダルはと

の魚を手にもったときの感じをあらわしている。標準和名のエブイソアイナメは称呼地不明。東北，

北海道に多いアイナメのような魚という意である。

245　イソアイナメ（ヒゲダラ）　S（C）
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Dht・茨城県以南～長崎

且．L　　4D仇

ォヨネ（磯崎），グゾウ（那珂湊・久慈・大津），クゾウポ（大津），テダル（那珂湊），ヌレマ

ラ（大洗・那珂湊），ヌレモウ（磯崎），ノロマ（大洗）－

ォヨネはォヨネキチベエの略で，動作の鈍いことを意味する。ヌレマラ，ヌレモウは同じ意味，テ

ダル仕手にもった感じをあらわす。標準和名のイソアイナメは愛知県の名で，多少形がアイナメに似

たところがあるために，かく言う。

24°　チゴダラ　S（＋）

Di8t．茨城県，横浜，江の島，高知

R L　　55C恥

テダル（那珂湊），ノドグロ（平蔵），ノロマ（水戸）

頭部下面が黒色なのでノドグロと言う。標準和名のチゴタラは称呼地不軌　タラに似ているが大き

くそらないので，かく言う。

247　マダラ　N（cc）

Di8t．日本海，山陰以北および旧関東州，朝鮮，沿海州太平洋岸，茨城県以北，オホーツク海，

ベーリング海～アメリカ・オレゴン州

B．L l m

タラ（県下一円），マダラ（河原子）

タラは意味不明。東京，北海道の名。マタラはタラ類中最も美味なることをあらわす。北陸，富山

県，新潟県で言う。

248　アン∵コオ　NS（cc）

Di8七．北海道以南，本邦各地，支那海，フイリブビンをへてアフリカおよびメキシコ太平洋岸に至

る

B．L l．5m

アンコウ（県下一円）

アン∵コウは東京，静岡県，高知，富山でも言われる。アンコクはアンゴ（安居）から来た名で，海

底にじいとえさを待って動かずにいる習性から付けられた名である。機船底曳綱で漁獲される。

249　ハナオコゼ　S（C）

Dist．茨城県以南の各地沿岸

B．し．　2DC間

モクズキ（那珂湊），ホトケノマイ（大野）

流水藻や海津の繁茂するところに生息するので，モクズキと言う。ホトケノマイの意味不明，標準

和名のノ、ナオコゼは称呼地不明。

25日　イザリウオ　S（C）
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Dist．茨城県以南，支部海

乱し．　40（Ⅷ

モクズキ（那珂湊）

モクズキとは前種と同様の性質上いわれている。榛準和名のイザリウオは三崎の名。海底をはうの

でこの名がある。

2517サアンコウ　NS（＋）

Dist．鹿島灘，相模灘，駿河帝，熊野難，高知沖，富山湾，鹿児島

B．L　　40仇

7カアンコウ（久慈浜），オキ7㌧／コウ（波崎）

体が有責赤色をしているので，7カアン′コクと言い，幾分沖に生息するのでオキアンコケと言う。

高知県須崎でも7カアンコクと言う。標準和名のアサアン∵コウは田中博士の命名。次の7カクツと共

に機船底曳綱で漁獲される。

252　7カグッ　S（＋）

DiBt．茨城県以南～朝鮮南部，支那海，東インド諸島，インド

B．L　　50cm

アカアンコオ（大洗），アンコオ（大洗）

7カアンコオは東京，高知，伊豆宇佐見，御畳瀬，須崎の名で，体赤色なので，かく言う。標準和

名の7カグッは赤靴の意で三崎，富山県の名である。

255　トゴヅトメバル　S（＋）

DiSt．茨城県以南，長崎，釜山，台湾

R．L　18cm

サンノジ（川尻）

体側の暗かっ色の珪紋が三の字模様をしているのでサンノジと言う。標準和名のトゴットメノくノレは

三崎の名で，その意味不明。

254　ユメカサゴ　S（e）

Di8t．深海位。茨娩以南のやや深い海に多い。

B．L　　50仇

ノドグロ（水戸）

鮪蓋（えらぶた）の内面が黒いのでノドタロと言う。標準和名ゐユメカサゴは田中博士の命名。そ

の意味不明。機船底曳網で大量漁獲されることがある。

255　トオジユ／（ヒグ）　S（＋）

Di8t．茨城県以南～長崎

R L．　45C取

トオジン（都珂湊）
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トオジンは三崎，那珂湊の名で，その頭部の形が冠をかぶり，ひげをつけた唐人を連想させるので，

名付けられた名である。ヒグは青木熊書氏の命名で下顎に一個のヒゲがあることから名付けられた。

Ⅲ　方言の意味の分類

方言の意味から魚名を分類すると，次の15類になる。

1　生　息　地

2　形　　　態

（1）全体の形態

（2）部分の形態

5　色彩，光沢

4　紋　　　様

5　脅　　　威

占　生　　　態

7　発音，毒棟，電気，油脂

8　成長度合

9　民間信仰，伝説，説話

10　ユーモラスを魚名または童語

11　　　味

12　臭　　　い

15　料　理　法

14　漁獲時の状態

15　献　　　名

14　意味不明

1　生　息　地

生息水域，底質，地名や移殖魚の原産地，漁場位置などをあらわしている。

（1）海・潟・藻場・磯・礁・沖

ウミノ、ゼ，ウミタナゴ，ウミゴィ，カタウナギ，カタナギ，モサヨリ，ソィ，ネヨ，オキタナゴ，

オキギス，オキアンコク，ダイナンギンポIダイナンマツカワ，モクズキ

（2）河川・沼・泉

カワヤツメ，カワシラスl　カワドジョウ，カワガレイ，ヌマガレイl　シミズコ

（3）山・田

ヤマドジョウ，クビラ，カンジキタナゴ，クモロコ，タンポメダカ

（4】泥底・砂底・礫底

ドジョウ，スナヤツメ，スナモロコlスナドジ，ウ，イッドジョウ・スナモグリ
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（5）多く生息する地名・原産地名

ヤマトツビレエィ，ミノワダゴィ，クルメサヨリ，カイズ，カエズ，エゾアイナメ，チョウセン

ブナ，ビワコブナ

（6）漁場位置

エンクツノカオカクシ

2　形　　　態

（1）全体の形態

体全体を観察して，細い，円い，平らたいと直接その形を現わした少，人名，人の状態，動物，

植物，神仏名，道具，装身具，武器，飛行機，ロケットなどにたとえて，間接的にその形を現わし

ている。

a　細

サガ，サガが，サイ，サイメ，サンマ，サイレンポ，サイランが，セイテンポ，サヨリ，サフ

グ，トガマス，クチポソ，アカヤガラ，アオヤガラ，センコ，メソ

b　円

マンダィ，マルノウタ，マルアジ，マンボウ，テンブク

C　平

ヒラブナ，ヒラノウダ，ヒラアジタ　ヒラメl　シラメ，ヒラサ／く′　ベラメlへラブナl　ヒラメジI

カジハバ，カジアノミ，シイラ，シラマサ

d　人名・人態

金太郎，景清，婆，介，封かめ，鮭，稚児，頭に盤台のせた飴売少，馬鹿，のろま（態度の鈍

いもの）

キンタロウブナ，カグキヨ　ノくノミ　ノくノミシラウオ，マスノスケ，スケ，スケマス，オカメブナ，

オカメドジョウ，オカメザコ，チゴダラ，ヒメジ，ヨカヨカ，サボミヤ，ボントク，カスペ，

－■

■L

カスうク1ちク謙半ス，オヨネキチベイ，ノロマサつ／ゴロク，オヨネ．ジンベイザメ，ジンベイサ了．ジンベイサン

j e　動物：廿日鼠，鳶，鳥，牛，牛の舌，燕，金魚，雀

′、ッカザメ，トビエィ，トリエィ，ウシマルク，ウシカ，ウシノック，ツバメウオ，キンギ冒

f　神・仏名：達磨J山の司′愚比頬

ダルマ，ダルマガレイ，ヤマノカミ，エビスサガ′わイニッ帝，承刀シ仰小

g　植物：柳，葉，わらしべ，ごぼう，木材，棟木，松皮

ヤナギ，ヤナギムシガレイ，ヤナギッバ，ヤナギゴロ，ヤナギザコ，ヤナギバヤ，ハオコゼ，

スポ，ゴボウ，ゴボウイワシ，ポッカ，マルク，マル〆，ウナギ，マツカサウオ

h　道具・装身具・武器・飛行機・ロケット・その他

タイギリサガ，シュモクザメ，カネタクキ，ネンプツサガ，ネンブツザメ，ノコギリザメ，ダ

イギリ，コロザメ，カガミグィ，ツチウオ，カマツカ，メガネウナギ，ヨロイザメ，タチウオ，

クチノィ，ヤリタナゴ，ウツボ，ツポ，P yキイド，ロケットウオ，コロ，センコ，ロウソク，

ハコフグ，イシフク，イシダィ，ワラジザメ
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i一　体の部分：しわのあな，舌

ヶッメドミヅツ，ベラ．ベロチョ，ツタビラメIケツメトタイジン，ウシノック，ベロシャ・7カベロ

（2）部分の形態

体の部分の口，歯，眼，頭，背びれ，胸びれ，皮膚，うろこ・骨・肉，卵・尾などに注目して，

その形態を直接現わしたれ事物にたとえて間接的に表現している。

a　歯：針・（杜松）

ハリサガ，クサムロリlモロナムロアジlハガツオ，ハガツ，サバ

b　口：片口・口細・揆口・左ぎっち上・辰のロ

ヵククチイワシ，クチポソ，ネズクチlヒダリガッチョ，ヒダリ・ガッチョ，クツノクチ

e　ロひげ

ヒゲ，アサ

d　限：うる限・大限・限光り・限高・眼鉢・赤限・眼赤・眼張り・限板・金眼・銀限・盲目

ゥルメイワッ，オオメマス，メヒカリlメダカlメタガ・メダッカ・メタ・ツコ，メチャこ，メ

ソザカ，メンバブコ｝メザカ■メザコメ，メサッカ，メザッカ，メザブコ・メザッコメ・メバチ，

パテ，7カメフグ▼メ7カフグ∫メバル・メイタガレイ，キンメタイ，キンメ・ギンメ，ギン

メタイ，メタラウナギ■　メダイIメテIメポヲ

e　頭：狐・てこ・鼻・のど・金頭・瘡・顎・石持（耳石）・唐人・比丘尼・小判卜わらじ・針

鼠・辰・去右主・烏

キツネ，キツネハモ，デコ，ハナダイIハナチ，ハナコダィ，ノドグロ・デポタイ，カナ「，

ヵナガシラ，カサゴ，7ゴナシ▼ノドクサリタイシモチ，トオジン・ビクニン，コパンザメ，

ナガコバン，ワラジザメ，ネコザメIネコサガ，ネズミザメ，グッ・がウズ′、ゼ，ポウズゴリ，

ウマズラハギ

f　背びれ：包丁・長刀・旗・芭蕉

ホウチョウ，ナギナクIハククテヌメリ∫バショウカジキ

g　胸びれ：誓

ビンチョウ，ビンナガ

ナノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨウイ

h　皮膚・うろこ：はだか・滑らか・針・石・石玉・さめ・松皮・鎧

ハダカメヒカリ，ハダカイワシ，ハタカイシモチ■ナベカ・ナメタ・ナメタガレイ・ナメラフ

ク，ハリセンボン，イシガレイlイシダマゴ，サメガレイ・サメビラ，マツカワ・ヨロイメバ

ル，ハリフグ，アブラッコ，マツカワブナ

i　骨：背骨

7ホポネ

j　肉・卵

ニクブカ，マコクマコビラlマコガレイ
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k　尾

オナガ，オナガザメ，オナガダイ

5　色彩・光沢

魚類の色彩，光沢は体全体か背側か腹側を現わし，生時よりも漁獲後の体色，光沢を現わすことが

多い。その種類は育，黒，赤，銀，白，紫，墨，血，紅，錦，黄，金属色などである。

（1）育

フォザメ，7オメエソ，アオウオ，7オ，7オモノ，サノくフグ，アオ　ウシノシク

（2）黒

クロ，クロコ，クロボウズ，セグロ，セグロイワシ，コクレン，クロマグロ，クロクチカマス，

クロモツ，クロアジモドキ，クログィ，クロゴロ，クロフグ，クロメノミル，クロメハル，クロゾ

ィ，カラス，クロウシノシク，エチオピア，ノドグロ

リ　　（3）赤

アカ工，7カエィ，7カベ，アカペラ，ハラカ，アカノ、ラ，アカマン㌧ドゥ，7カアマダイ，7カ

ムヅ，7カタイ，オゴィ，ウタイ，アカメ，アカメバル，7コウタイ，7コウ，アカチョ，7カ

ゲ，7カジ，アカジマコ，アカシタビラメ，7カウシカ，アカベロ，アカアンコウ

（4）銀

ギンメ，ギンザメ，ギンアナゴ，ギンハモ，ギンコ，ギ／ポラ，ギンクチ，ギンフグ，キlシブナ

（5）卑

ゾラオ，シラス，ハクレン，シログチ，シラックィ，シテウオ，ヒクオ，二／ロウオ

（6）紫

ムラサキシ．ヤチブリ

（7）光沢

ヒカリコ

（8）墨

スミヤキ

（9）血

チビキ，チタイ

鋤　紅

ベン，ベンカスゴ

加　黄

キダィ，キホウポウ，キビラ，キマツ，キマツカワ，コカネフク1・キハダ

0月　金属色

カナフク，キンブナ

4　紋　　　様
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魚類の紋様は生時と死後で同じものあわ，異なるものあれ　ー幼魚と成魚と同じ　のあれ異なれ

るものがある。

その紋様は他の物にたとえ，星軌虎斑，縞模様，黒点軌灸点軌石垣軌小机鞍状軌線状

模様，網目状紋，あやめ模様，虫食軌鷹の羽模様，章巻模様，夏羽織模様，黒点斑などとし，その

状態を適確に現わしている。

（1）星王在

ホシサガ，ホシザメ，ホシ，ココノホシギンザメ，ホシガレイ

（2）虎斑

トラザメ▼トラがウlトラゴロ，トラフグ

（3）縞

シマドジョウ，ツマガツオ，シマタイ，シマイサキ，シマメクリ，シマオコゼ，シマハゼ，シマ

ノくッコ，ツマウシノシク，シマウシカ

（4）黒点珪

マトタイ，ヤイト，イボダイ，ワクナベ

（5）胡麻1斑

ゴマサバ，ゴマゾイ

（6）石垣斑

イシガキク●ィ

（7）小紋

コモンタイ

（8）鞍状克

クラカケギス

（9）線状模様

キュウセン，サンノジ

（吋　網巳模様

7ミメハギ

錮・あやめ模様

アヤメカサゴ

¢カ　虫食斑

ムシ，ムシガレイ

的・鷹の羽模様

タカノハガレイ

的・蓑巻模様

一　　ツルマキ
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89　夏羽級（自点旗）

ナツノ㍉オリ

5・脅　　　威

大変有毒であったわ，形態がhかにも恐ろしげを場合に，他の物，雷，虎，鬼，毛虫，般若などの

ような人間にとって脅威を与えるものにたとえて表現する。

（1）嘗

ライギ㍉，ライヒ，ランギp

（2）虎

トラ，トラフク

（3）鬼
lk ノ

オニオコゼ，オニギス，オニゴングイ

■　　（4）毛虫

ケムシ′カジカ

（5）般若

オダハンニャ

‘　生　　　鮮

魚の生活を実際に観察して名付けられたもので，次のようなものがある。

（1）食う

ノヽモノ

（2）闘う

トウギョ．アユ，7イ

13）はねる

ヒンカコ　ビビ′クコ，ビンビン，ビンザコ，ベンベン，ベンベンザコ，ベンベンザγコ，ベンベ

ンザタコメ，ベンベンダコ，カエルウオ

（4）飛ぶ

トビオ，トビウオ，トビョ

（5）浮く

ウキゴリ，ウキギ

（6）餌と少

エ　バト　り

（7）産卵

サクラオ，ハラフクレ，フウセンノミッコ

（8）向光性

ヒガイ
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（9）食性

ツチアキ，ノウギ7

冊　行動

ハヤ，ダポ，イナ．イナコ，スバ，オサムライ，オヨネキチベイ

的・潜入

7ナムクリ，スナムクリ，スナモクリ，アナゴ

個　群遊

ヨド，マンビキ

個　木付

がクズキ

掴　胎生

タナゴ

㈹　礁にすむ

スネアイ，スネヤ，イサキ，イザギ

仕¢　網に刺される

ズブドオウシ

的　突端に生息

スズキ

胸　底生

カジカ，カチカ，イコク，アンコク，イザリウオ

せ。一礼歳三つくれもりも′ひゾ早坐り
7　発音，毒轢，電気，油脂

魚類には発音する　のあれ　毒棟で痔痛を与えるものあク，発電してしびれさすものあわ，また体

に脂肪分の多く含まれるものがある。

（1）発音

ギギ，ギンギ古，ギンギロ，ギンギョメ，ハゲギギ，グチコ，グチ，ギュウギュク，ホウポウ

（21毒棟

カワバチ，カバノくチ　ギノバチ，ギンギョノくチIギンバチlギギヲノくチ　ギクノバチlギンギュウ

バチ

（3）発電

デンキ，ヤマトシビレエイ

（4）抽月旨

7ブラサガ，アプラハヤ，アブラソコムツI7ブラ，アブラメ，7ブラガレイ

1巾，つ．11、うりバツ．材うhツ＿1【＿
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8　成長度合

魚はその成長度合によって，特大，大，中，小に大体分けられる。

（1）特大

マンネンドジ7ウ，タンゴブリlトクダイタイ，ドクハゼIドラハゼlドタバゼ，トクタイヒラ

メ，ゴボウイワシ

（2）大

オオ′く・オオウオ，オオハナIオオダィ，オオヒラメ，オオマツカワ，ハオイ

（3）中

チュウバ，チュウセタロ，ニサイゴIチュウプlチュウポ，デンブク，サン㌧バク，ワラサ，フッ

コ，チ1ウハナ，チュウダィ，チュウビラ，チュクビラメ

（4）小

イワシコ，ドロメ，ヒシコ，オゴ・カサギlフナッコl　ビワlグッlグッコlメソコ，メノッコ

ハナダレ，ジャマ，オポコ，コマンジヤク・チャンキ事ポラコ，メナIガンバlメゾ，メが，ソ

ウダンボ，チポ，ビンサバ，イナダlワカシ▼セイゴlセッバ，マメッパ，デキ，カスゴ，コタ

イ，チンチン，コアカジ，コバラ，コビラ，コビラメ，ノダ

9　民間信仰，伝説，説話

（1）民間信仰（大漁のしらせ）

エビスサガ，ツゲノカミノジう／ソロク，ヤマノカミ，オコジ

（2）伝説・説話

ジンベイザメ，コノシロ，雷魚，ワカサギ，公魚，トノサマウオ，睦，ウタイ，ゲンゴロウブナ，

カモチン，カムルチ‾，ワクナべ，エチオビヤ，シケタイ，サブロウ，オヨネキチベイ，ソウハ

チ

篭、
才　　10　ユーモアのある魚名・童語

気楽に即興的に名付けたものが多く，昔の漁民は文芸的才能に勝れていたことがうかがえる。沿岸

の潮間帯の小さな魚は子供がこれも即興的に名付ける童語がある。

佃　ユーモアのある魚名

h）おしゃれ－オシャテクブナ，オシャラクドンカ

わ）鼻垂れ－ハナダレ

‾（e）愚鈍－オポッチョ，ダポハゼ，アンボン，バカゾワ，バカブチョ，サンタロコメ，7ウテン，

クゾウ，グゾウがlクツポ，クゾポウlノロマ，ノロマサ／ゴロウ，オヨネ，オヨネキチベイ

桓）近眼∵－チカメキントキ

（e）小さい－テッピリパッコ

げ）やせている－ホトトギス

㈲　その他－ケツメドタイジン，ヌレモク，ヌレマラ
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（2）童語－トットコ，トットコメ，トテコツコ

11　味

接頭語としてマ（真），オ（堆），ホ／（本当），アマ（甘）やノ、ナミ（花見），タケノコ（竹の

子）のようにその季節に実しいもの，味のよいものを形容詞につけたものは美味を魚であることを現

わし，語頭にイシ（石），ミズ（水），クサ（革），クソ（糞），ションベン（小便），パパ（婆）．

ニガ（苦）をつけたもの，アズキ（小豆），ムギメソ（麦飯）のように不味夜食物‾瑚わされる名，

我国では見世物のほか役にたため動物ラクダ（暁乾），ネコサギ（猫避），エノキリ（線切）のよう

に不味なることを意味する名，自分の水域に産するのに，あたかも他の水域に産するもののように他

の水域の名，チョウシ（銚子）とかカシマ（鹿島）とかの名を語頭につけた名などはすべて不味なる

ことを意味する。

仙　美味

ぬ）真－マイワシ，マシラス，マアナゴ，マサバ，マアジ，マダィ，マハゼ，マフグ，マダラ，

モウカ

恥）堆－オカジキ

（C）本当－ホンカジキ，ホンメヌケ，ホンサノミ，ホ／マコ

廻）甘－アマダイ

（d：花見・萄－ハナミザィ，タケノコメバル

（2）不味．

（a）石・水・革・尖り」、便・婆・苦

イシモロコ，クサフグ，クサウオ・クソゴロ，ションベンブリ　ノくノミガレイ，ニガク，ニガ

フナI　ニガブナ▼　ニガッチョ・lニガベ

ね）小豆・麦飯一一一アズキ，ムギメシ

（C）騎配二一一ラクダ

（d）猫避・緑切－ネコサギ，エ／キリ

（e）他の土地の名称一・・チョウシタナゴ，カシマタナゴ

（の　雌一・・メカジキ

12　臭い－臭いのするもの，ネションベン，シ′ヨ：／ベンブリ

15　料理・利用

料理するとき皮をむくとか，焼魚とし鶏の餌とするとか，この魚を煮ると肉が溶けて骨ばかりに走

るので利用価値が友いとか，雑魚として利用するとか堅魚すなわちカツオブシとして利用するとかを

現わす

（1）料理法

カワハギ，カワムキ，ムキ

（2）利用

ヤキ，ヤキハヤ，ガランチョ，ザコ，ザコメ，ザッコッコ，カツ，カツウ，カツオ

14　漁獲時の状態
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カジキに実権を刺したとき腕に地震のことき震動が伝わってくるとか，深海魚を拘わあげたとき眼

が飛出してめけるとか，はげしく雷鳴するとき大漁するとか，すべて漁獲時の状態について表現した

もの。

（1）震動

ナイランポウ

（2）眼抜

メヌケ，メヌキダィ，メヌキ

（3）雷鳴

ハタハタ

15　献　　　名

何かの記念に人名を語頭につけたもの

クカクラグッ，ジンベイザメ，ジ／ベイサマ′り9ナベ’

14　意味　不明

魚名の意味が不明をもの

エドアプラザメ，ヨシキリザメ，ジョオヘィ，カスザメ，ハンブツ，レンテ，レンティ，イセゴィ，

コハタ，ニシン，カド，カドイワシ，イワシ，イワシコ，サッノミ，サッノくィ，サッベラ，サケ，マス，

サケノヨ，シャケ，シャケンが，アユ，アイ，ニギス，タナゴ，モップ，アイソ，ユサ／ウタイ，オ

イカワ，イカリ，フナ，テンシ㌧／ヤマべ，コィ，ホトケドジョウ，ドガモ，ナマズ，ギュウク，カヤ

コ，カヤンコ，ガヨコ，ハナカケザッコ，ポラ，カマス，ゾビ，ヒラメジ，スマ，ノウダ　ノバラムツ，

カキノ、ノく，カジヤノく，カジハハ，シイラ，カジフノ，シイラ丁，シイラギ，シマガツオ，カイワリ，

ヒラマサ，シラマサ，プリ，カンパチ，ハタンポ，イシコチ，イシダィ，イシナギ，ニベ，アラ，キ

ス，メジナ，タイ，ハマタイ，レンコダィ，コチ，クネバカ，ダイナンギンポ，クレバカ，ヨシノポ

リ，ハゼ，ポクハゼ，7ゴノ、ゼ，カンダィ，ウゴィ，こしゴィ，ネズッポ，アイゴ，ササノハベラ，カ

ゴカキタイ，ヤマモ，ヤマンボウ，バラフグ，ホトケノマイ，ショウサイフグ，ヤナギメバル，クス

メノミル，トゴットメバル，サンコウメヌケ，パラメヌケ，バラ，ガラリボ，カンネコ，ムラブイ，ユ

メカサゴ，キチジ，クジメ，キクウズ，クッツ，クグウツ，クチウツ，ホッケ，アイナメ，7アナ，

エエナメ，エイナ，イネゴチ，コチ，ヤライカジカ，キヌカジカ，カワバチコ，ネギノマル，ネギマ

ラ，トトキ，ゴンゼィ，ゴンゼン，ササザラ，ガンゾウビラメ，ガンゾウ，7ウクマ，　　　　　カ

レイ，クビラ，タラ，トビアナゴ

本稿でとりあげた魚の種数は255種で南日本の魚127種，北日本の魚57種，南日本にも北日

本にも分布する魚91種で，採集した魚方言数は840種類で，その魚方言は本県独自のものもある

が，多くは本県より南の地方より伝播したものである。

その命名に当っては魚自体の形態，生態その他の性貨を直接表現したれ　あるいは社会の事物，事

象に関係づけて，その魚のもつ性質を如実に表現したものが多く，漁民の生活の息吹を生々しく感じ
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させる。

一魚種の方言教は1～29偶にをカ，方言数と魚種数との関係は表1のとおカである。

表1　　魚　方　言　数　と　魚　種　数

魚　 方　 言　 数 1 2 5 4 5 占 7 8 9 1 0 1 1 1 2 1 5 1 占 1 8 2 0 2 9

　 魚　 種　 数

l

8 8 5 9 5 8 巨 8 1 2 1 5 ！1 2 と4 ！5　L 】 4
2 1 1

r

1 1 1 1

魚方言数を8個以上もつ魚種名をあげれば表2のとおりに走る。

魚　 方　 言　 教 魚　　　　　 種　　　　　 名

8 モ ツ ゴ ， ウ タ イ ， マ ク ロ

9 オ イ カ ワ ， サ ヨ リ， ホ ウ ポ ウ

1 0 キ パ チ ， チ チ ブ ， ヒ ラ メ， ク ロ ウ シ ノ シ ク

1 1 タ ナ ゴ， シ ラ ク オ

1 2 ウ ナ ギ ，

1 5 フ ナ

1 d シ マ ドジ ョウ

1 8 チ ダ イ

2 0 カ ク ク チ イ　ワ シ′

Ⅳ　魚類追加目録（和名・学名・方言）

分 類 番 号 標 準 和 名 学　　　　　　　 名 方　　　　 言

l 2．5 5

ユ メカサ ゴ
H e l i c o l e n u 8 b i l g e n d o r f　（S ．e t D ．）

ノ ドグ ロ （水戸 ）

　 2．5 占

l
l

ト　オ　 ジ ン
C o e l o r h y n c h u S J a p o n i c u s　（T ．e t S ．）

トオ ニ／（那珂湊 ）

」
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